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／わ／た／し／の／意／見／ 
 

速やかに情報の伝達を目指す 
 

広報担当副理事長 神谷博行 
 
 私は、平成 19 年、20 年度の広報担当副理事長を仰せつかりました。 
 新しく委員長に本所支部山田常任理事、副委員長に向島支部石田常任理事、西部支部

西原常任理事を迎え、各支部より１名の委員の皆様と事務局、スザキ企画の 18 名で運

営してまいりますので宜しくお願い申し上げます。 
 組合広報は毎月 1150 部発行され、本文 40 数ペ一ジ、広告 20 数ページの 60 数ペー

ジで構成されています。配布先は、全組合員をはじめ、官公庁、関連団体に情報の提供

を行っています。紙面の内容としては、組合事業の実施状況や組合の対外的活動状況、

会議の記録、組合事業所に関する情報を常に提供し、マンネリ化を防ぎ、見やすく、読

みやすく、親しみ持てる紙面作りを目指してなお一層、創意工夫に努めてまいります。 
 今年度組合の情報としては、全鍍連が掲げる「環境との共生」地球規模で取り組まれ

ている環境問題への取り組み、中でも土壌汚染問題では東京都や東京都議会などの関係

者のご尽力により、土壌汚染対策関連予算が大幅に増額され、土壌汚染実態調査が行わ

れます。 
 ほう素、ふっ素、亜鉛の排水規制に関しては暫定基準の延長による、技術の開発と実

用化の検討。高等職業訓練校を中心に、高度な職業能力を有する人材、豊かな創造性を

有する人材、困難な課題に果敢に挑戦する人材の育成、強化。技能検定制度を有効活用、

資格獲得の普及・拡大。処理技術開発・促進として、クエン酸ニッケルめっきについて

の課題・問題点の解決、実用化ヘの方策。公害防止協同組合は、シアン処理量も景気の

回復で利用量を維持しています。しかし資材価格の値上がり、排水規制の強化、廃掃法

の改正による事務所経費の増大に加えて設備の老朽化が進み経費が増加しており、厳し

い経営になっています。 
 景気は好転していると言いますが、我々業界はいまだ感じられません。合わせてめっ

き金属材料の高騰による影響の方が強く、経営を圧迫しています。組合を中心に何か打

開策を考えなくてはならないと思います。以上の情報を組合広報を通じて、速やかにお

伝え致します。 
 組合広報も昭和 41 年に発刊以来、来年 8 月で 500 号となり、記念号を発刊致します。 
また､組合も再来年 120 周年を迎えます。記念誌の発刊もあり大変忙しくなります。 
今後も魅力ある組合広報誌を目指して頑張りますので、皆様のご意見、ご要望がござい

ましたら各支部の広報委員にお申し出下さい。宜しくお願い申しあげます。 

 



 
 

姫野理事長日誌 

 

 

６月 
２日(土)西部支部総会 

３日(日)支部親睦ゴルフ大会現地下見 
５日(火)正副理事長会 
６日(水)新旧正副理事長都庁挨拶回り 
７日(木)広報委員会 
８日(金)全鍍連打合せ 

11日(火)日刊工業新聞社社長と会見 

13日(水)関東鍍金研究会 
15日(金)海老名家お通夜 
16日(土)海老名家告別式 
19日(火)各種団体協議会大西英男参院選候

補決起集会 
20日(水)東京都中小企業団体中央会 
21日(木)関東鍍金工業厚生年金基金理事会 
22日(金)支部統合会合 
26日(金)亜鉛部会総会 
29日(金)東京都中小企業団体中央会役員会 

 

～組合･関連団体行事予定～ 
 
8月1日(水)正副理事長会 
8月3日(金)技能教育委員会 
8月7日(火)広報委員会 
8月9日(木)十日会納涼会 
8月13～15日(月～水)工組事務局公休日 
8月15～17日(水～金)協組事務局公休日 
8月22日(水)全鍍連技術委員会 
8月28日(火)監事会 
9月5日(水)正副理事長会･理事会 
9 月 5～7 日(水～金)SURTECH2007(幕張

メッセ) 
9月6日(木)環境委員会 
9月26日(水)全鍍連北海道東北ﾌﾞﾛｯｸ会議 
10月2日(火)広報委員会 
10月3日(水)正副理事長会 
10月4日(木)環境委員会 

10月4日(木)全鍍連関東甲信越静ブロック

会議 
10月11日(木)技能教育委員会 
 全鍍連環境対策三役会 
10月12日(金)ＪＥＳ秋季大会 
10月16日(火)訓練校工場見学会 
10月17日(水)全鍍連近代化三役会 
10月18日(木)全鍍連技術三役会 
10月19日(金)全鍍連東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ会議 
10月24日(水)全鍍連総務委員会 
10月25･26日(木･金)第10回産業交流展 
10 月 26 日(金)全鍍連中国四国九州ブロッ

ク会議 
11月7日(水)正副理事長会･理事会 
11月16日(金)全鍍連近畿ブロック会議 
11月22日(木)全鍍連第45回全国大会 



 
 
 

工協組 第１回 
広 報 委 員 会 

 
新旧歓送迎会 

 
と き 平成 19 年 6 月 7 日(木) 

     午後 6 時 30 分～ 
ところ 神田駿河台・山の上ホテル 
出席者 姫野、神谷、山田、西原 

     内山、戸塚、板倉、石川 
     佐藤、鈴木、小島、広根 
     影山、野田、中嶋 
前委員 半田、溝口、藤田、籠利 
事務局 青木、小原、島田 

 
 冒頭、神谷副理事長は「今期より広報

担当副理事長を務めさせて頂くことにな

ったが、これまでと変わらず委員会に出

席するのでよろしくお願いしたい。前委

員の方には長年にわたりご協力を賜り感

謝申し上げる。新しい委員の方もおり、

後ほど自己紹介をお願いしたい」と開会

の挨拶をした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 山田委員長は「昔委員を務めたことが

あるが、今回委員長という大役を仰せつ

かった。広報は組合員のみなさんをはじ

め、役所の方もご覧になっている。これ

から10年20年経つとあの時誰が何をし

たか、広報に記録が残っているわけで大

変重要なものである。組合のいろんな人

の考え方を伝えて歴史を残していくこと

は大事であり、継続して出していきたい。

まだ分からないことが多いが、ベテラン

の委員の方にはご協力をお願いしたい」

と挨拶した。 
 はじめに神谷副理事長が広報編集方針、

予算概要などを説明し、通常の議事に入

った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
１．広報６、７、８月号について 
 ６月号は校正刷りにより内容を検討、

７月号８月号は台割により掲載内容を検

討した。７月号は神谷副理事長の私の意

見をはじめ全鍍連総会、亜鉛部会総会等

を掲載する。８月号は池田副理事長に私

の意見をお願いするほか、新しい組合役

員、委員等の顔写真集を中心に掲載する。 
 
２．年間委員会開催予定 
 委員会開催は原則隔月の第１週火曜日

とし、次の通り決めた。 
第2回:8月7日(暑気払兼ねる)、第3回:10
月 2 日､第 4 回:12 月 4 日、第 5 回:2 月 5
日、第 6 回:4 月 1 日 
 
 委員会終了後、前委員の方々に花束を

贈呈した。姫野理事長は「前委員の方々

には今日まで委員会をご協力をいただき

感謝申しあげる。お疲れ様でした。今後

委員会を離れても違った形でご協力をお

願いしたい。組合運営の中でも重要な広

報委員会であり、委員の方は出来るかぎ

り出席し充実した広報作りにご協力をお

願いしたい。私も 4 期 8 年大村前理事長

のもとで各委員会に出席してきたが、一

つ自慢できることは、とにかく欠席しな

いことである。丁度 20 年前の平成元年

に組合百周年記念事業を行ったが、いみ

じくも西原副委員長の父上が百周年誌の

担当副理事長という巡り合わせがある。

仕事が忙しいこともあると思うが、万難

を排してご出席頂き、意見を述べ合って

頂ければより親しんで頂ける広報が出来

ると思う。たまたま愛知組合の五百号記

念誌が送られてきた。愛知組合から東京

組合の広報は素晴らしいとお褒めを頂き、

是非委員会を見学させてほしいと今年２

月に愛知組合役員の方が当委員会に見学 

 
 
に来られた。五百号記念誌を見ると、東

京の広報を参考にしているところも見ら

れ、委員会見学が参考になったのではな

いかと思う。新しい体制となりみなさん

のご協力をお願い申しあげる」と挨拶し

た。 
 半田前副委員長は「私も 4 期 8 年常任

理事、広報副委員長を務めさせて頂き、

みなさんのご協力に感謝申し上げる。今

期より西部支部から初めての理事長が出

たということで嬉しく思うが、私は事情

により退任しなければならなくなった。

後任には素晴らしい方が就いて頂いたの

で今後とも広報委員会を盛り上げて頂き

たい」と述べて乾杯音頭をとった。 
 懇親会がなごやかに進むなか自己紹介

がおこなわれた。最後に西原副委員長の

閉会の挨拶、石田副委員長の三本締めに

より歓送迎会を終了した。 
 

訃報 
謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 
 板橋利次様(城西

支部･㈲板橋鍍金工

業所板橋典央社長の

ご尊父、組合相談役) 
7月13日死去､81歳。

告別式は 17 日午前

11 時から板橋区前野町の常楽院で行

われた。喪主は典央氏。 
 板橋様は昭和51年度から組合本部

理事、54 年度から 1 期 2 年城西支部

長、56 年度から本部監事を務めた。

昭和58年度から平成4年度まで常任

理事、この間昭和 60 年度から平成 4
年度まで本部広報委員長を務め､組合

運営に尽力された。 



 

都庁人事異動  新任局長､部長等に挨拶 
 

 東京都は 6 月 1 日付で局長、部長、課

長の人事異動を行い、組合の主要な窓口

となる産業労働局長も交代された。東京

都鍍金工業組合と東京鍍金公害防止協同

組合は 6月 6日、姫野新理事長をはじめ、

新しい執行部が東京都関係部局を訪ねて

挨拶を交わした。 
 出席者は姫野正弘理事長、大村功作常

任顧問理事、由田猛副理事長、川上洋一

副理事長、八幡順一副理事長、志田和陽副理事長、神谷博行副理事長、池田敏則副理事

長、青木治郎工組専務理事、小原俊幸協組専務理事。午前 11 時半に都庁に集合し、は

じめに産業労働局を訪ね、佐藤広局長と面談、業界が抱える問題などについて意見交換

するとともに、東京都のご指導ご支援をお願いした。午後からは環境局改善部を訪ね、

環境局の吉川和夫局長と面談した。続いて福祉保健局、水道局、下水道局を訪ねて挨拶

を交わした。 
 
(写真上：佐藤産労局長、下：

吉川環境局長と面談) 
 



 
 
 
 東京都鍍金工業組合の定款全文変更案が総代

会(07.5.25)で可決承認された。改正の要旨は､

関係法令の改正趣旨に則ることと、支部統合に

関連する個所やその他必要な見直し行い整備を

図るものである。改めて新定款条文を掲載する。 
 

第１章 総  則 
（目的） 
第 1 条 本組合は、めっき業の中小企業者及び

協業組合の改善発達を図るための必要な事業を

行い、これらの者の公正な経済活動の機会を確

保することを目的とする。 
（名称） 
第 2 条 本組合は、東京都鍍金工業組合と称す

る。 
（地区） 
第3条 本組合の地区は、東京都の区域とする。 
（事務所の所在地） 
第 4 条 本組合は、事務所を東京都文京区湯島

一丁目11番10号に置く。 
（公告方法） 
第 5 条 本組合の公告は、本組合の掲示場に掲

示し、かつ、必要あるときは、日刊工業新聞に

掲載する。 
（規約） 
第 6 条 この定款で定めるもののほか、必要な

事項は、規約で定める。 
2 規約の設定、変更又は廃止は総代会の議決を

経なければならない。 
3 前項の規定にかかわらず、規約の変更のうち

軽微な事項並びに関係法令の改正（条項の移動

等当該法令に規定する内容の実質的な変更を伴

わないものに限る）に伴う規定の整理について

は、総代会の議決を要しないものとする。この

場合、総代会の議決を要しない事項の範囲、変

更の内容について、文書により通知するととも

に、第５条の規定に基づき公告するものとする。 
第２章 事  業 

（事業） 
第 7 条 本組合は、第 1 条の目的を達成するた

めに、次の事業を行う。 
(1) めっき業に関する指導及び教育 

 
 
 
(2) めっき業に関する情報又は資料の収集及び

提供 
(3) めっき業に関する調査研究 
2 本組合は、第１項に掲げる事業のほか、次の

事業を行う。 
(1) 組合員のためにする簡易分析器用試薬(毒
劇物を含む。)の共同購買及び製造（試薬の小分） 
(2) 組合員のためにする環境管理対策（排水分

析、スラッジ分析、作業環境測定、土壌汚染物

質の測定、めっき製品の評価試験）事業 
(3) 前各号の事業に附帯する事業 
3 本組合は、その事業に関し、組合員のために

する組合協約を締結することができる。 
第３章 組合員 

（組合員の資格） 
第8条 本組合の組合員たる資格を有する者は、

次の各号の一に掲げる事業者とする。 
(1) 地区内において、めっき加工の事業を営む

者 
(2) 地区内において、めっき加工の事業を行う

協業組合 
（加入） 
第 9 条 組合員たる資格を有する者は、本組合

の承諾を得て、本組合に加入することができる。 
2 本組合は、加入の申込みがあったときは、理

事会においてその諾否を決する。 
（加入者の出資払込み） 
第 10 条 前条第 2 項の承諾を得た者(第 21 条

第1項ただし書の承諾を得た者を除く。)は、遅

滞なく、その引き受けようとする出資の全額の

払込みをしなければならない。ただし、持分の

全部又は一部を承継することによる場合は、こ

の限りでない。 
（相続加入） 
第 11 条 死亡した組合員の相続人で組合員た

る資格を有する者の１人が相続開始後 30 日以

内に加入の申出をしたときは､前 2 条の規定に

かかわらず、相続開始のときに組合員になった

ものとみなす。 
2 前項の規定により加入の申出をしようとす

る者は、他の相続人の同意書を提出しなければ

ならない。 

東京都鍍金工業組合定款新条文 
(変更箇所) 



 
 
（自由脱退） 
第 12 条 組合員は、あらかじめ本組合に通知

したうえで、事業年度の終わりにおいて脱退す

ることができる。 
2 前項の通知は、事業年度の末日の 90 日前ま

でに、その旨を記載した書面でしなければなら

ない。 
（除名） 
第 13 条 本組合は、次の各号の一に該当する

組合員を総代会の議決により除名することがで

きる。この場合において、本組合は、その総代

会の会日の 10 日前までに、その組合員に対し

その旨を通知し、かつ、総代会において、弁明

する機会を与えるものとする。 
(1) 長期間にわたって本組合の事業を利用しな

い組合員 
(2) 出資の払込み、経費の支払いその他本組合

に対する義務を怠った組合員 
(3) 本組合の事業を妨げ、又は妨げようとした

組合員 
(4) 本組合の事業の利用について不正の行為を

した組合員 
(5) 犯罪その他信用を失う行為をした組合員 
（脱退者の持分の払戻し） 
第 14 条 組合員が脱退したときは、組合員の

本組合に対する出資額（本組合の財産が出資の

総額より減少したときは、当該出資額から当該

減少額を各組合員の出資額に応じて減額した

額）を限度として持分を払い戻すものとする。

ただし、除名による場合は、その半額とする。 
旧第15条(出資口数の減少） 新第17条へ 
旧第 16 条(届出）      新第 18 条 4 項

へ 
(使用料又は手数料) 
第 15 条 本組合は、その行う事業について使

用料又は手数料を徴収することができる。 
2 前項の使用料又は手数料は、規約で定める額

又は率を限度として、理事会で定める。 
(経費の賦課) 
第 16 条 本組合は、その行う事業の費用（使

用料又は手数料をもって充てるべきものを除

く。）に充てるため、組合員に経費を賦課するこ

とができる。 

 
 
2 前項の経費の額､その徴収の時期及び方法そ

の他必要な事項は､総代会において定める。 
（出資口数の減少） 
第 17 条 組合員は、次の各号の一に該当する

ときは、事業年度の終わりにおいてその出資口

数の減少を請求することができる。 
(1) 事業を休止したとき 
(2) 事業の一部を廃止したとき 
(3) その他特にやむを得ない理由があるとき 
2 本組合は、前項の請求があったときは、理事

会において、その諾否を決する。 
3 出資口数の減少については、第 14 条（脱退

者の持分の払戻し）の規定を準用する。 
（組合員名簿の作成、備置き及び閲覧等） 
第 18 条 本組合は、組合員名簿を作成し、各

組合員について次に掲げる事項を記載するもの

とする。 
(1) 氏名又は名称（法人組合員にあっては、名

称及びその代表者名並びに資本の額又は出資の

総額及び常時使用する従業員の数）及び住所又

は居所 
(2) 加入の年月日 
(3) 出資口数及び金額並びにその払込みの年月

日 
2 本組合は、組合員名簿を主たる事務所に備え

置くものとする。 
3 組合員及び組合の債権者は、本組合に対して、

その業務取扱時間内は、いつでも、組合員名簿

の閲覧又は謄写の請求をすることができる。こ

の場合においては、本組合は、正当な理由がな

いのにこれを拒むことができない。 
4 組合員は、次の各号の一に該当するときは、

７日以内に本組合に届け出なければならない。 
(1) 氏名及び名称（法人組合員にあっては、名

称及びその代表者名）又は事業を行う場所を変

更したとき 
(2) 事業の全部又は一部を休止し、若しくは廃

止したとき 
（過怠金） 
第 19 条 本組合は、次の各号の一に該当する

組合員に対し、総代会の議決により、過怠金を

課することができる。この場合において、本組

合は、その総代会の会日の10日前までに、そ 



 
 
の組合員に対し、その旨を通知し、かつ、総代

会において、弁明する機会を与えるものとする。 
(1) 第13条第2号から第4号に掲げる行為のあ

った組合員 
(2) 前条第 4 項の規定による届出をせず､又は

虚偽の届出をした組合員 
旧第20条 削る 
旧第21条 削る 
（会計帳簿等の閲覧等） 
第20条 組合員は、総組合員の100 分の3以

上の同意を得て、本組合に対して、その業務取

扱時間内はいつでも、会計帳簿又はこれに関す

る資料（電磁的記録に記録された事項を表示し

たものを含む。）を閲覧又は謄写を請求をするこ

とができる。この場合においては、本組合は、

正当な理由がないのにこれを拒むことができな

い。 
旧第22条(延滞金) 新第24条へ 

第４章 出資及び持分 
（出資の引受） 
第21条 組合員は､出資1口以上を有しなけれ

ばならない。ただし、事業の規模が著しく小さ

い者その他やむを得ない理由がある者であって、

本組合の承諾を得た者は、この限りでない。 
2 前項ただし書の規定による承諾は、理事会の

議決により決する。 
（出資1口の金額） 
第22条 出資1口の金額は、4,000円とする。 
（出資の払込み） 
第 23 条 出資は、一時に全額を払い込まなけ

ればならない。 
（延滞金） 
第24条 本組合は、組合員が使用料、手数料、

経費、過怠金、払い込むべき出資金その他本組

合に対する債務を履行しないときは、履行の期

限の到来した日の翌日から履行の日まで年利

10.95％の割合で延滞金を徴収することができ

る。 
（持分） 
第 25 条 組合員の持分は、本組合の正味財産

につき、その出資口数に応じて算定する。 
2 持分の算定に当たっては、10円未満の端数は

切り捨てるものとする。 

 
 
（持分の払戻しの特例） 
第 26 条 出資をしている組合員が第 21 条第 1
項ただし書の規定により本組合の承諾を得たと

きは、その持分の払戻しについては、第 12 条

及び第14条の規定を準用する。 
第５章 役員、顧問、相談役及び職員 

（役員の定数） 
第27条 役員の定数は、次のとおりとする。 
(1) 理 事 41人以上 49人以内 
(2) 監 事  3人以上  5人以内 
（役員の任期） 
第28条 役員の任期は、次のとおりとする。 
(1) 理事 2 年又は任期中の第 2 回目の通常総

代会の終結時までのいずれか短い期間。ただし、

就任後第2回目の通常総代会が2年を過ぎて開

催される場合にはその総代会の終結時まで任期

を伸長する。 
(2) 監事 2 年又は任期中の第 2 回目の通常総

代会の終結時までのいずれか短い期間。ただし、

就任後第2回目の通常総代会が2年を過ぎて開

催される場合にはその総代会の終結時まで任期

を伸長する。 
2 補欠(定数の増加に伴う場合の補充を含む。)
のため選出された役員の任期は、現任者の残任

期間とする。 
3 理事又は監事の全員が任期満了前に退任し

た場合において、新たに選出された役員の任期

は、第1項に規定する任期とする。 
4 任期の満了又は辞任によって退任した役員

は、その退任により、前条に定めた理事又は監

事の定数の下限の員数を欠くこととなった場合

には、新たに選出された役員が就任するまでな

お役員としての職務を行う。 
（員外役員） 
第 29 条 役員のうち、組合員又は組合員たる

法人の役員でない者は、理事については１人を

超えることができない。ただし、監事について

は、組合員又は組合員たる法人の役員でなけれ

ばならない。 
（理事長、副理事長、専務理事及び常任理事の

選出） 
第30条 理事のうち1人を理事長、6人を副理

事長､1人を専務理事、12人を常任理事とし、 



 
 
理事会において選出する。 
（代表理事の職務等） 
第31条 理事長を代表理事とする。 
2 理事長は、組合の業務に関する一切の裁判上

又は裁判外の行為をする権限を有し、本組合を

代表し、本組合の業務を執行する。 
3 任期の満了又は辞任により退任した理事長

は、新たに選任された理事長が就任するまで、

なお理事長としての権利義務を有する。 
4 組合は、理事長その他の代理人が、その職務

を行う際、他人に加えた損害を賠償する責任を

有する。 
5 理事長の代表権に加えた制限は善意の第三

者に対抗できない。 
6 理事長は、総代会の議決によって禁止されな

いときに限り特定の行為の代理を他人に委任す

ることができる。 
7 組合は、代表理事以外の理事に、副理事長そ

の他組合を代表する権限を有するものと認めら

れる名称を付した場合には、当該理事がした行

為について、善意の第三者に対してその責任を

負う。 
（監事の職務） 
第 32 条 監事は、いつでも、会計の帳簿及び

書類の閲覧若しくは謄写をし、又は理事及び参

事、会計主任その他の職員に対して会計に関す

る報告を求めることができる。 
2 監事は、その職務を行うため特に必要がある

ときは、本組合の業務及び財産の状況を調査す

ることができる。 
（理事の忠実義務） 
第 33 条 理事は、法令、定款及び規約の定め

並びに総代会の議決を遵守し、本組合のため忠

実にその職務を遂行しなければならない。 
（役員の選任） 
第34条 役員の選任は、総代会の議決による。 
2 前項の議決は、推薦会議において推薦された

者(以下「候補者」という)について行う。 
3 推薦委員の定数は11人とする。(別表2)推薦

会議は、別表2に掲げる支部ごとに同表に掲げ

る人数の推薦委員をもって構成する。 
4 推薦委員は、前項の支部に属する組合員を代

表するものとして当該支部に属する組合員の過 

 
 
半数の承認を得て選出する。 
5 推薦会議が役員の候補者を決定する場合は、

その構成員の過半数が出席し、その3分の2以

上の多数の賛成がなければならない。 
6 第 1 項の議決は、無記名投票によって行う。

ただし、総代会において出席者の議決権の3分

の2以上の多数による議決により投票以外の方

法を定めた場合はその方法による。 
7 2 人以上の理事又は監事を選任する場合にあ

っては、第1項の議決は、候補者を区分して行

ってはならない。 
8 役員の選任に関する事項は、本条で定めるも

ののほか規約で定める。 
（理事及び監事の報酬） 
第 35 条 役員に対する報酬は、理事と監事を

区分して総代会において定める。 
（員外理事との責任限定契約） 
第 36 条 本組合は、員外理事と中小企業団体

の組織に関する法律(以下法という。)第47条第

2項において準用する会社法第427条の規定に

基づく責任限定契約を締結することができる。 
2 前項に基づき締結される責任限定契約に記

載する事ができる額は100万円以内とする。 
（顧問及び相談役） 
第 37 条 本組合に、顧問及び相談役を置くこ

とができる。 
2 顧問及び相談役は、学識経験のある者のうち

から、理事会の議決を経て理事長が委嘱する。 
（参事及び会計主任） 
第 38 条 本組合に、参事及び会計主任を置く

ことができる。 
2 参事及び会計主任の選任及び解任は、理事会

において議決する。 
3 組合員は、総組合員の 10 分の１以上の同意

を得て本組合に対し、参事又は会計主任の解任

を請求することができる。 
（職員） 
第39条 本組合に、参事及び会計主任のほか、

職員を置くことができる。 
第６章 総会、総代会、理事会、委員会、部会

及び支部 
（総代会） 
第40条 本組合に総代会を置く。 



 
 
（総代の定数） 
第 41 条 総代の定数は、55 人とする。(別表

1) 
（総代の任期） 
第42条 総代の任期は、2年とする。 
2 第28条第2項(役員の任期)の規定は、総代の

任期に準用する。 
（総代の選挙） 
第43条 総代は、別表１に掲げる支部ごとに、

同表に掲げる人数をその支部に属する組合員の

うちから選挙する。 
2 総代の選挙は、単記式無記名投票によって行

う。 
（総代会の招集） 
第 44 条 総代会は、通常総代会及び臨時総代

会とする。 
2 通常総代会は毎事業年度終了後２か月以内

に、臨時総代会は必要あるときはいつでも、理

事会の議決を経て、理事長が招集する。 
（総代会招集の手続） 
第45条 総代会の招集は、会日の10日前まで

に到達するように、会議の目的たる事項及びそ

の内容並びに日時及び場所を記載した書面を、

各総代に発してするものとする。 
2 前項の書面をもってする総代会招集通知の

発出は、総代名簿に記載したその者の住所( そ
の者が別に通知を受ける場所を本組合に通知し

たときはその場所）に宛てて行う。また、通常

総代会の招集に際しては、決算関係書類、事業

報告書及び監査報告を併せて提供するものとす

る。 
3 第１項の規定による書面をもってする総代

会招集通知は、通常到達すべきであったときに

到達したものとみなす。 
4 総代会において、役員の選任を行う場合には、

第 1 項の通知書に第34 条第 2 項の規定により

推薦された候補者の氏名を記載しなければなら

ない。 
5 第１項までの規定に関わらず、本組合は、総

代全員の同意があるときは招集の手続を経るこ

となく総代会を開催することができる。 
（臨時総代会の招集請求） 
第46条 総総代の5分の1以上の同意を得て 

 
 
臨時総代会の招集を請求しようとする総代は、

会議の目的たる事項及び招集の理由を記載した

書面を本組合に提出するものとする。 
（書面又は代理人による議決権の行使） 
第47 条 総代は､第45 条第 1 項の規定により

あらかじめ通知のあった事項につき、書面又は

代理人をもって議決権を行使することができる。

この場合は、他の組合員でなければ代理人とな

ることができない。 
２ 代理人が代理することができる総代の数は、

1人とする。 
（総代会の議事） 
第 48 条 総代会の議事は、法に特別の定めが

ある場合を除き、総代の半数以上が出席し、そ

の議決権の過半数で決するものとし、可否同数

のときは、議長が決する。 
（総代会の議長） 
第 49 条 総代会の議長は、総代会ごとに、出

席した総代のうちから選任する。 
（緊急議案） 
第50条 総代会においては、出席した総代（書

面又は代理人により議決権を行使する者を除

く。）の3分の2以上の同意を得たときに限り、

第 45 条第１項の規定によりあらかじめ通知の

あった事項以外の事項についても議案とするこ

とができる。 
（総代会の議決事項） 
第 51 条 総代会においては、法又はこの定款

で定めるもののほか、次の事項を議決する。 
(1) 借入金残高の最高限度 
(2) その他理事会において必要と認める事項 
 （総代会の議事録） 
第 52 条 総代会の議事録は、書面をもって作

成するものとする。 
2 前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事

項を記載しなければならない。 
(1) 招集年月日 
(2) 開催の日時及び場所 
(3) 理事・監事の数及び出席理事・監事の数並

びにその出席方法 
(4) 総代数及びその出席者数並びにその出席方

法 
(5) 出席理事の氏名 



 
 
(6) 出席監事の氏名 
(7) 議長の氏名 
(8) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏

名 
(9)議事の経過の要領及びその結果(議案別の議

決の結果､可決､否決の別及び賛否の議決権数) 
(10)監事が報告した会計に関する議案又は決算

関係書類に関する調査の結果の内容の概要 
（理事会の招集権者） 
第53条 理事会は理事長が招集する。 
2 理事長以外の理事は、招集権者に対し、理事

会の目的である事項を示して、理事会の招集を

請求することができる。 
3 前項の請求があった日から5日以内に、その

請求があった日から2週間以内の日を理事会の

日とする理事会の招集の通知が発せられない場

合には、その請求をした理事は、理事会を招集

することができる。 
第4項 削る 
（理事会の招集手続） 
第 54 条 理事長は、理事会の日の１週間前ま

でに、各理事に対してその通知を発しなければ

ならない。 
2 前項の規定にかかわらず、理事会は、理事の

全員の同意があるときは、招集の手続を経るこ

となく開催することができる。 
（理事会の決議） 
第 55 条 理事会の決議は、議決に加わること

ができる理事の過半数が出席し、その過半数で

決する。 
2 前項の決議について特別の利害関係を有す

る理事は、議決に加わることができない。 
3 理事は、書面により理事会の議決に加わるこ

とができる。 
4 理事が理事会の決議の目的である事項につ

いて提案をした場合において、当該提案につき

理事(当該事項について議決に加わることがで

きるものに限る。)の全員が書面により同意の意

思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の

理事会の決議があったものとみなす。 
5 理事が理事の全員に対して理事会に報告す

べき事項を通知したときは、当該事項を理事会

へ報告することを要しない。 

 
 
旧第54条 （理事会の書面議決）削る 
（理事会の議決事項） 
第 56 条 理事会は、法又はこの定款で定める

もののほか、次の事項を議決する。 
(1) 総代会又は総会に提出する議案 
(2) その他の業務の執行に関する事項で理事会

が必要と認める事項 
（理事会の議長及び議事録） 
第 57 条 理事会においては、理事長がその議

長となる。 
2 理事会の議事録は、書面をもって作成し、出

席した理事及び監事は、これに署名し、又は記

名押印するものとする。 
3 前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事

項を記載するものとする。 
(1) 招集年月日 
(2) 開催日時及び場所 
(3) 理事・監事の数及び出席理事・監事の数並

びにその出席方法 
(4) 出席理事の氏名 
(5) 出席監事の氏名 
(6) 出席組合員の氏名 
(7) 議長の氏名 
(8) 決議事項に特別の利害関係を有する理事の

氏名 
(9) 議事経過の要領及びその結果（議案別の議

決の結果、可決、否決の別及び賛否の議決権数

並びに賛成した理事の氏名及び反対した理事の

氏名） 
(10)理事会の招集を請求し出席した組合員の意

見の内容の概要 
(11)組合と取引をした理事の報告の内容の概要 
(12)その他(理事会が次に掲げるいずれかのも

のに該当するときは、その旨) 
① 招集権者以外の理事による招集権者に対す

る理事会の招集請求による理事の請求を受けて

招集されたものである場合 
② ①の請求があった日から５日以内に、その

請求があった日から２週間以内の日を理事会の

日とする理事会の招集の通知が発せられない場

合に、その請求をした理事が招集したものであ

る場合 
③組合員の請求を受けて招集されたものである 



 
 
場合 
④③の請求があった日から５日以内に、その請

求があった日から２週間以内の日を理事会の日

とする理事会の招集の通知が発せられない場合

に、その請求をした組合員が招集したものであ

る場合 
4 次の各号に掲げる場合の理事会の議事録は、

当該各号に定める事項を内容とするものとする。 
(1) 組合が、理事が理事会の決議の目的である

事項について提案をした場合において、当該提

案につき理事（当該事項について議決に加わる

ことができるものに限る。）の全員が書面により

同意の意思表示をし、当該提案を可決する旨の

理事会の決議があったものとみなした場合には、

次に掲げる事項 
① 理事会の決議があったものとみなされた事

項の内容 
②①の事項の提案をした理事の氏名 
③理事会の決議があったものとみなされた日 
④議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 
(2) 理事が理事の全員に対して理事会に報告す

べき事項を通知し、当該事項を理事会へ報告す

ることを要しないものとした場合には、次に掲

げる事項 
①理事会への報告を要しないものとされた事項

の内容 
②理事会への報告を要しないものとされた日 
③議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 
（総会の議決事項） 
第 58 条 総会は、次の事項に限り議決するこ

とができる。 
(1) 解散又は合併 
(2) 非出資組合への移行 
(3) 事業協同組合への組織変更 
（総会の招集） 
第 59 条 総会は、前条に掲げる事項を議決す

る必要があるときに限り、理事会の議決を経て、

理事長が招集する。 
（総代会の規定の準用） 
第60条 総会については、第45条（総代会招

集の手続）、第47条（書面又は代理人による議

決権の行使）、第49条（総代会の議長）、第50
条（緊急議案）及び第52条（総代会の議事録） 

 
 
の規定を準用する。この場合において第 47 条

第１項中「他の組合員」とあるのは「その組合

員の親族若しくは常時使用する使用人又は他の

組合員」と､第2項中｢1人｣とあるのは「4人ま

で」と読み替えるものとする。 
（委員会及び部会） 
第 61 条 本組合は、その事業の執行に関し理

事会の諮問機関として、委員会及び部会を置く

ことができる。 
２ 委員会及び部会の種類、組織及び運営に関

する事項は、規約で定める。 
（支 部） 
第62条 本組合に別表1の支部をおく。 
2 前項の支部の組織及び運営に関する事項は、

規約で定める。 
第７章  会  計 

（事業年度） 
第 63 条 本組合の事業年度は、毎年4 月 1 日

に始まり､翌年3月31日に終わるものとする。 
（法定利益準備金） 
第 64 条 本組合は、出資総額の2 分 1 に相当

する金額に達するまでは、毎事業年度の利益剰

余金（ただし、前期繰越損失がある場合には、

これをてん補した後の金額。以下、第 66 条に

おいて同じ。）の10分の1以上を法定利益準備

金として積み立てるものとする。 
2 前項の準備金は、損失のてん補に充てる場合

を除いては、取り崩さない。 
（資本準備金） 
第 65 条 本組合は、減資差益を資本準備金と

して積み立てるものとする。 
（特別積立金） 
第 66 条 本組合は、毎事業年度の利益剰余金

の 10 分の１以上を特別積立金として積み立て

るものとする。 
２ 前項の積立金は、損失のてん補に充てるも

のとする。ただし、出資総額に相当する金額を

越える部分については、損失がない場合に限り、

総代会の議決により損失のてん補以外の支出に

あてることができる。 
（配当又は繰越し） 
第 67 条 毎事業年度の利益剰余金（毎事業年

度末決算において総益金から総損金を控除した 



 
 
金額）に前期の繰越利益又は繰越損失を加減し

たものから、第 64 条の規定による法定利益準

備金及び前条の規定による特別積立金を控除し

てなお剰余があるときは、総代会の議決により

これを組合員に配当し、又は翌事業年度に繰り

越すものとする。 
（配当の方法） 
第68条 前条の配当は、総代会の議決を経て、

事業年度末における組合員の出資額、若しくは

組合員がその事業年度において組合の事業を利

用した分量に応じてし、又は事業年度末におけ

る組合員の出資額及び組合員がその事業年度に

おいて組合の事業を利用した分量に応じてする

ものとする。 
2 事業年度末における組合員の出資額に応じ

てする配当は､年1割を超えないものとする。 
3 配当金の計算については、第25条第2項(持
分)の規定を準用する。 
（損失金の処理） 
第 69 条 損失金のてん補は、特別積立金、法

定利益準備金、資本準備金の順序に従ってする

ものとする。 
（職員退職給与の引当） 
第 70 条 本組合は、事業年度ごとに、職員退

職給与に充てるため、退職給与規程に基づき、

退職給与を引当てるものとする。 
第８章  賛助会員 

（賛助会員） 
第 71 条 本組合は、本組合の趣旨に賛同し、

本組合の事業の円滑な実施に協力しようとする

者を賛助会員とすることができる。ただし、賛

助会員は、本組合において、法に定める組合員

には該当しないものとする。 
2 賛助会員について必要な事項は､規約で定め

る。 
第９章  附  則 

（定款の変更） 
第 72 条 本定款の変更は、総会又は総代会の

特別議決を経て、かつ、東京都の認可を受けな

ければ変更することはできない。 
 
 
 

 
 
（別表１）第41条、第43条、第62条関係  
支部名称･地区及び総代定数  
支部名 地   区 定数 
城 東 江戸川区及び江東区の一部 5 
城 西 板橋区､練馬区､豊島区新宿

区､中野区､杉並区及び北区

の一部、文京区の一部 

6 

城 南 品川区､目黒区､世田谷区､渋

谷区及び港区 
7 

大 田 大田区 7 
城北 荒川区､及び北区の一部 5 
中 央 中央区､千代田区､台東区及

び文京区の一部 
4 

足 立 足立区 4 
葛 飾 葛飾区 7 
向 島 墨田区の一部 5 
本 所 墨田区の旧本所及び江東区

の一部 
2 

西部 東京都の区部以外の地区 3 
合計  55 
 
（別表２）第34条第3項 関係 
支部及び地区並びに推薦委員定数 
支部名 地   区 定数 
城 東 江戸川区及び江東区の一部 1 
城 西 板橋区､練馬区､豊島区新宿

区､中野区､杉並区及び北区

の一部、文京区の一部 

1 

城 南 品川区､目黒区､世田谷区､渋

谷区及び港区 
1 

大 田 大田区 1 
城北 荒川区､及び北区の一部 1 
中 央 中央区､千代田区､台東区及

び文京区の一部 
1 

足 立 足立区 1 
葛 飾 葛飾区 1 
向 島 墨田区の一部 1 
本 所 墨田区の旧本所及び江東区

の一部 
1 

西部 東京都の区部以外の地区 1 
合計  11 
 



 
 
 
 
 
 全国鍍金工業組合連合会(大村功作会長)
は5月29日(火)午後1時半から港区芝公園

の機械振興会館で理事会と併せて平成 19
年度通常総会を開催した。 
 姫野正弘総務委員長の司会により開会、

先輩物故者へ黙とうを捧げ、吉田勇副会長

は「今回は 59 回目の総会で来年は大きな

節目となる。本日の総会は理事会と合わせ

て行うので協力をお願い申し上げる」と開

会の挨拶をした。 
 主催者を代表して大村会長は「本日は理

事、組合員のみなさまにはお忙しいなかを

ご出席賜り厚くお礼申し上げる。わが国の

景気は近年緩やかな回復基調にあるといわ

れるが、中小企業においては回復は弱く実

感することができないのが実情ではないか

と思う。このような中で我々めっき業界で

は原材料の高騰、環境問題等々、経営上難

しい問題が山積している。金属材料ではニ

ッケルが何倍にも高騰しているにもかかわ

らず、単価に転嫁できない問題がある。国

家備蓄があり、備蓄の放出によって価格を

下げることができないかという指摘があり、

調査した結果ほとんど備蓄がないことが分

かった。正副会長でこの問題を討議したが、

なかなか良い結論が得られない。とりあえ

ず新聞社を呼んで、我々の苦境を新聞に掲

載して頂いて、読者のユーザーに訴え理解

してもらうことができないかという案が出

ている。また一昨年から土壌汚染問題で活

動しているが、なかなかはっきりした結果

が出ないまま、これからの課題となった。

排水規制では昨年 12 月に亜鉛の 2ppm が

決まり、５年間の暫定基準を頂いたが、こ

れも今後の研究課題である。また６月に期

限切れになるほう素ふっ素等の暫定基準は

お陰様でそのまま３年間の延長が決まった。 

 
 
 
 
 
これも偏にみなさんのご支援ご協力の賜物

であると感謝申し上げる。さて本総会では

慎重なるご審議と円滑なる運営をお願い申

し上げる」と挨拶した。 
 総会に先立って岸賞表彰が行われ、大阪

府鍍金工業組合理事長・全鍍連常任理事の

小池揚氏((株)金澤鍍金工業所社長)が受賞

された。 

 
(岸賞を受賞する小池氏) 

小池氏の取り組んだ主な事業として、全

鍍連の環境対策委員長(平成 15～16 年度)、
技術委員長(平成 17～18 年度)及び大阪府

組合理事長として、組合員の環境保全対策

及びめっき技術向上、全国めっき技術コン

クールの推進等の事業に献身的に尽力し、

大きく貢献したことが発表された。 
  大村会長が議長となって議案の審議に入

った。第１号議案「平成18年度事業報告、

貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目

録、収支計算書及び余剰金処分案」につい

て布袋屋皓造専務理事が説明、三浦修市監

事が監査報告を行い、拍手で承認された。

続いて第２号議案「平成 19 年度事計画案

及び収支予算案」第３号議案「平成 19 年

度経費賦課及び徴収方法」について原案通

り承認された。 
第４号議案「任期満了に伴う役員の改

選」、５号議案「任期満了に伴う役員候補者 

全鍍連総会 
新会長に鈴木喜代壽氏選出 



 
 
選考委員の改選」について、まず組合法改

正に伴い員外監事１名を設置するため監事

の定数を、従来の監事5人以上7人以内を

5 人以上 8 人以内へと「定款の変更」につ

いて審議し承認された。これを踏まえて役

員改選を行い、選考委員による指名推薦の

方法をとることとし、役員候補者選考委員

会の島村周作委員長が選考経過を説明した。

役員候補者名簿、役員候補者選考委員候補

者名簿を発表し拍手で承認された。引続き、

理事会を開き、新会長に東北組合理事長の

鈴木喜代壽氏をはじめ副会長、専務理事、

常任理事、各委員会担当副会長、正副委員

長、委員が選任され、再開した総会で発表、

満場の拍手で承認された。 
 大村功作前会長は「平成 17 年度は全鍍

連の健全なる運営を目指して財政再建と取

組み総務委員会の意見を取り上げて正副会

長、総務委員長と何度も検討を重ね、みな

さんのご協力を賜った。お蔭様で無事財政

再建を果たすことができた。また平成 17
年 18 年度は環境との共生ということで環

境問題を中心に運営を進めた。特に地球に

優しいものづくりと公害を出さないめっき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
技術、薬品の開発等を産学官連携でお願い

して開発していこうと各方面に要望してき

た。みなさんのご指導ご協力があればこそ

の２年間の活動であった。重ねてお礼申し

あげる」と退任の挨拶をした。 
 鈴木喜代壽新会長は「会長のご指名を頂

き、みなさんのお力添えを賜りながら全鍍

連運営を進めていきたい。私は全鍍連理事

として参加したのが昭和 58 年で、その時

の組合員数は3,058社で従業員数は4万人

を超えていた。高度成長期にあって大変活

況だった印象を持っている。今年4月1日

の組合員数は 1,766 社､従業員数３万人を

割ったということで、プラザ合意以来のグ

ローバル化によりもの作りの国際分業が進

んできた。国内から海外へばかりでなく、

海外から国内にも入っており、我々もクロ

ーバル化の波にさらされている。厳しい環

境にあって廃業される組合員が年 50～70
社に及んでいる。大村会長のもとで環境委

員会、国際委員会の担当副会長を務めさせ

て頂いた。環境委員会では昨年、環境省へ

伺い小池百合子大臣と握手をさせて頂き､

今年2月20日には若林大臣と挨拶を交し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
た。袖振れ合うも多生の縁というが、私達

業界にとって多くの人達のお力添えを頂き

ながら、大勢の従業員を抱え１人１人の生

活を守るためにもみなさんと力を合わせて

活動していきたい。お力添えをお願い申し

あげる」と就任の挨拶をした。 
 本総会をもって役員を退任された方々に

感謝状並びに記念品を贈呈した。 
また、先の理事会で、前会長の大村功作

氏を常任顧問・理事、元会長の島村周作氏、

石井博氏、笹野不二夫氏を名誉顧問、元副

会長の熊倉知三郎氏を顧問、元常任理事の

入江宏氏、元理事の荒井亮治氏を相談役、

元理事の山本勲氏、飯田日出温氏、間部健

太郎氏、小林満氏を評議員に委嘱すること

を決定した旨の報告があり、宮阪東明副会

長の閉会の辞で総会を終了した。 
 

 平成 19・20年度全鍍連役員 

会  長 鈴木喜代壽(東北) 
副 会 長 吉田  勇(埼玉) 
   〃   宮阪 東明(大阪) 
   〃   清川  忠(福井) 
   〃   笠間 則文(愛知) 
   〃   姫野 正弘(東京) 
専務理事 布袋屋皓造(員外) 
常任理事 栗原 敏郎(神奈川) 
   〃     難波 正義(岡山) 
   〃     神谷 文吾(静岡) 
   〃     由田  猛(東京) 
   〃     川上 洋一(東京) 
   〃     伊藤  豪(愛知) 
   〃     御舩 隆裕(九州) 
   〃     寺内 攻二(大阪) 
   〃     溝口 輝明(茨城) 
   〃     八幡 順一(東京) 
理  事 
(北海道) 笹岡  裕 
(東 北) 三浦 修市 

 
 
(栃 木) 林  直昭 
(群 馬) 光山  紘、赤穂好男 
(埼 玉) 野口  武、仁科俊夫 
(千 葉) 柴崎 三郎 
(神奈川) 薄衣 敏則 
(東 京) 大村 功作、志田和陽 
     池田 敏則、神谷博行 
     菊池 忠男、高倉利守 
         吉川  進 
(山 梨) 田代 政明 
(長 野) 中嶋 栄一 
(新 潟) 井筒  昇 
(静 岡) 松浪 通弘 
(愛 知) 竹内 克弘、菅沼延之 
(岐 阜) 津田 芳朗 
(三 重) 藤川 勝彦 
(富 山) 梅田ひろ美 
(石 川) 西 登茂一 
(京 都) 寺田  理、小林明洋 
(大 阪) 渡邉 正勝、小池 揚 
     土井 昭忠、長坂廣道 
     森脇  隆、池田伸一 
(兵 庫) 藤井 正隆 
(広 島) 吉田 忠弘 
(山 口) 東  佳範 
(山 陰) 木下 義章 
(四 国) 上村  豊 
(九 州) 山田登三雄 
 監 事 
高橋  至(東北)、栗本 豊彦(群馬) 
平野普三雄(東京)、帰山 忠義(新潟) 
小川 孫昭(愛知)、井田 義明(兵庫) 
大目木康行(広島)、成田 博隆(員外) 
  役員候補者選考委員 
島田 博雄(東北)、栗原敏郎(神奈川) 
志田 和陽(東京)、田代 政明(山梨) 
伊藤  豪(愛知)、小池  揚(大阪) 
上村  豊(四国)、渡邉 正勝(大阪) 
大村 功作(東京) 
 



 
 
全鍍連委員会三役 
委 員 会 総  務 環境対策 技  術 広  報 国  際 近代化 
副 会 長 吉田 勇 

(埼玉) 
姫野正弘 

(東京) 
清川 忠 

(福井) 
宮阪東明 

(大阪) 
姫野正弘 

(東京) 
笠間則文 

(愛知) 
委 員 長 由田 猛 

(東京) 
神谷文吾 

(静岡) 
伊藤 豪 

(愛知) 
難波正義 

(岡山) 
栗原敏郎 
(神奈川) 

寺内攻二 
(大阪) 

 
副委員長 

 

菅沼延之 
(愛知) 

川上洋一 
(東京) 

八幡順一 
(東京) 

神谷博行 
(東京) 

竹内克弘 
(愛知) 

野口 武 
(埼玉) 

山田登三雄 
(九州) 

溝口輝明 
(茨城) 

中嶋栄一 
(長野) 

光山 紘 
(群馬) 

田代政明 
(山梨) 

藤井正隆 
(兵庫) 

森脇 隆 
(大阪) 

池田伸一 
(大阪) 

長坂廣道 
(大阪) 

三浦修市 
(東北) 

志田和陽 
(東京) 

池田敏則 
(東京) 

 

みんなで参加しよう！ 

平成 19年度全国めっき技術コンクール参加者募集 
 
 全国鍍金工業組合連合会は恒例の「全国めっき技術コンクール」の参加者を募集してい

る。募集概要は次のとおり。 
主  催 全国鍍金工業組合連合会 
後  援 (予定)厚生労働省、東京都、中央職業能力開発協会、日刊工業新聞社 
種  目 ①研磨－装飾クロムめっき部門 
     ②装飾クロムめっき部門 (注)無研磨 
     ③亜鉛めっき部門    (注)無研磨 
参 加 料 1部門1口につき1万円(1部門につき3口まで応募可) 
 （東鍍工組高等職業訓練校、大阪高等めっき技術訓練校の訓練生の参加料は 1部門1口

につき7千円） 
申込締切 平成19年8月３日(金) 
出品締切 平成19年8月10日(金) 
入賞発表  
＆表彰式 (予定)平成19年11月22日(木)全鍍連第45回全国大会にて 
  (予定)厚生労働大臣賞 
     厚生労働省職業能力開発局長賞 
     中央職業能力開発協会会長賞 
     日刊工業新聞社賞 
     全国鍍金工業組合連合会会長賞 
問合せ先 全国鍍金工業組合連合会 事務局／佐藤･山本(TEL03-3433-3855) 
         〒105-0011東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館206 



 
 
 
 
 
 平成19年度通常総会(07.5.29)において、

全国鍍金工業組合連合会の会長に就任した

鈴木喜代壽会長が、今後の全鍍連運営に関

して抱負等を語った(07.6.18)。 
 
 －全鍍連会長に就任されて今後の運営に

対する抱負、当面する課題などについて聞

かせて下さい－ 
 私が会長になって、これまでと全く違う

ことをやるわけではなく、大村前会長の方

針を継承し、全鍍連平成１９年度の事業方

針に沿って進めてまいります。グローバル

化の進展や、国際分業化が進み、お客さん

が海外展開しているところも多く、国内で

は自動車産業が好調ですが、国内めっきメ

ーカーも愛知を中心に活発化し、九州地区

でも盛んに投資が行われ、全体的に良さそ

うに見えますが、地方の組合には過疎の影

響もあって厳しいところもあり地域格差が

広がっており、将来を心配されている方も

多くいます。 
 全鍍連は各地域の組合員の方が地域の行

政と話し合い、色々な対策を行っています

がやはり国にお願いすることは全国組織の

全鍍連を通じてしか出来ませんから各地域

の方の意見を集約しながら反映させていき

たいと思っております。 
 全鍍連の歴史をふり返れば､高度成長期

に3,000社を超えていた組合員は、その後

の経済情勢の変化により、平成19年4月1
日現在､1,766社となりました。しかし、電

気めっき産業の重要性は、いささかも減じ

ておらず、最近では、国が重要な基盤産業

に指定されるなど我が国の製造業にとって

欠かせないものとなっています。 
 一方、環境問題や経済のグローバル化、

原材料費の上昇、技術の高度化など、全鍍 

 
 
 
 
 

 
連が取り組むべき課題は枚挙にいとまがあ

りません。これらに対処し、電気めっき産

業を継承・発展させることが全鍍連の使命

です。そのためには、組合員 1,700 余社、

約3万人の従業員とその家族の存在、次の

世代を担う「ひとづくり」の育成や将来世

代の生活環境などを最優先させる経営姿勢

を忘れてはなりません。これより先輩諸氏

より授かった薫陶を胸に、組合員の皆さん、

そして官学及び関連業界の皆様とともに協

力しあいながら、諸課題に誠心誠意、取り

組んでいく所存です。 
 特にいま目の前に環境問題があり、ほう

素、ふっ素、窒素は今年７月から引続き暫

定基準を頂きましたが、３年後には同じよ

うにはいかないと言われており、どういう

形で対応出来るか、一番大きな課題となり

ます。環境省から次の３年間においてはこ

れまで以上の改善を進めるために、実効可

能な計画の作成、専門家による技術的助言

の実施、処理技術の開発などを実施し、産

官学一体となってフｵローアップにつとめ

るよう取り組みを求められています。 
 ５月のドイツのハイリゲンダムでのＧ８ 

全国鍍金工業組合連合会  鈴木喜代壽会長 
－人づくりなど全鍍連運営方針等語る－ 



 
 
サミットで日本もＥＵ、カナダと温暖化防

止で二酸化炭素を 50％削減する話が出ま

した。かけがえのない地球を守るために二

酸化炭素ばかりでなくあらゆる化学薬品に

及んでくる時代を迎えたと認識しています。 
 環境問題や原材料の高騰を含めてこのこ

とに対応する技術問題が大きな課題となっ

ています。これまでのようなやり方ではな

く、省資源を考えた循環型リサイクル生産

システムへ動かざるを得ません。排水処理

にしても凝集沈殿の一括処理より、これだ

け原材料が上がってくると、資源を廃棄す

るのではなく、分別処理で再利用する時代

を迎えました。資源問題は環境問題と平行

して取り組んでいかないといけない。 
 －資材に関しては機材工、メーカーとの

連携が必要ではないでしょうか－ 
 先に機材工の総会で挨拶をさせて頂きま

したが、世の中で生きていくには多くの方

のお力を借りしないといけない。個々の企

業で解決できない問題が多々あるわけでお

互いに手を携え協力し合うことが大切にな

ります。関連団体の表面技術協会、機材工

との関係は、技術的アドバンテージを高め

るためには、必要不可欠です。めっきは省

資源そのものの薄膜技術であるが、競争と

いうことでは品質やコストが鍵になるだけ

に、アジア諸国との競争では生産技術の高

度化ということでも機材工のお力をお借り

して行きたい。 
 －全鍍連の役割は－ 
 個々の企業がなし得ない問題、全国各地

域で抱える問題点については、地域の組合

が地域の行政と相談しながら対策を進めて

いますが、全国で捉えていかなければなら

ない問題は、全国組織である全鍍連が国へ

折衝の窓口になり、その問題の打開を図り

ます。 
 そのために、(1) 問題点のデータ収集を

行います。全国一律ではありませんから、 

 
 
地域間の条例の把握しなければなりません。

(2) 問題解決のための技術上の課題を整理

して示していく必要があります。(3) 国へ

の陳情と調整を図る必要があります。この

３つが全鍍連としての責務になります。 
  －取り組む課題は－ 
 (1) 環境問題では、ほう素ふっ素、窒素、

亜鉛の問題のほか、大気のＶＯＣ問題など

があります。土壌汚染問題では、汚染され

た土地取引の活性化を考えて法律が作られ

たというが、現実には弱小の企業に皺寄せ

がきています。特に昭和 46 年に水質汚濁

防止法が出来ましたが、それ以前は法律や

処理技術もなく、土地が汚染されたことも

あり、それが事後法で一律に規制されまし

た。汚染土壌を浄化する責務について行政

側と話し合い、大きな負担とならないよう

考えていかないといけないと思います。 
環境省も土壌汚染対策法が施行され５年を

迎えることから、この間浮かび上がってき

た課題や法制定時に指摘された課題を整理

検討することが必要な時期にきていること

を考えておられ、土壌汚染に関する現状を

把握し、それを踏まえて土壌汚染対策のあ

り方を検討する「土壌環境施策に関するあ

り方懇談会」を６月から立ち上げましたの

で、全鍍連からは環境対策委員会神谷文吾

委員長が、懇談会委員として出席して頂い

ています。 
この内容についても環境対策委員会を通じ

報告していきます。 
(2) 情報の共有として、いま全鍍連要覧や

ホームページ、全鍍連誌、愛知組合から電

気めっきガイドを発行しており、そうした

媒体を通じて幅広く情報を提供していきた

い。 
(3) いま原材料が値上がりしています。レ

アメタル危機といわれ異常に値上がりして

いる。レアメタルが手に入らず日本の産業

が開業してはいるが休業に追い込まれかね 



 
 
ない現実に直面しています。これからは省

資源技術、資源循環型生産システムなど、

排水処理でも分別処理に対応していかない

といけないし、この辺の情報提供を考えて

いかないといけないと思います。 
(4) 技術の高度化として、防錆、機能めっ

き分野の高度化が進むと思うが、これだけ

材料が高くなると代替技術が出てくると思

う。環境問題で有害性の低い薬品への取り

組みが必要です。規制が厳しいふっ素が入

っていない同等の効果がある薬品を含めて、

有害性の低い薬品の情報の提供を進めてい

かないといけないと思います。 
(5) 出来れば、めっき業界のビジョンの作

成と取り組みたい。全鍍連は道標であり、

わが国めっき業界が目指すべき方向性を示

したい。１つはめっき産業では何が問題か、

２つ目にめっき産業が目指すべき方向性と

いうことで、２年に１度くらい簡便にまと

めて会員に提供できれば、全鍍連は何をや

っているのかと言われなくなると思う。 
(6) 最後に人づくりと専門知識の涵養で、

地方では難しく、東京組合の訓練校にも来

れないので、全鍍連が実務者用テキストの

作成、配布が出来ないかを取り組んでいき

たいと思う。日本硬質クロム工業会もこの

ほどテキストを作ったが、めっき業界が各

めっきガイド、排水処理、化学の基礎知識、

或は品質上の各種試験といったことをまと

めて提供できれば、全鍍連は必要な存在だ

ねと末端の組合員の方に理解して頂けると

思う。僕がたまたま山形で、学ぶ場所がな

かっただけに余計にそう思うのかも知れな

い。いずれにしても私１人で出来ることで

はなく、執行役員、常設委員会と相談しな

がら一歩一歩取り組んで進めていきたいと

思う。 
 世の中、「袖触れ合うも多生の縁」と言わ

れますが、全てが人とのご縁で人生が積み

上がって行きます。私自身これまで多くの 

 
 
企業の協力会会長の拝命や、いろんな会合

に積極的に参加し大勢の素晴らしい方々と

の出会いがあり、その中で思うのはコミュ

ニケーションの大切さです。横のコミニュ

ケーションはリアルタイムに入りますが、

私が特に大切に思うのは縦のコミニュケー

ションです。これは両親はじめ恩師、お世

話になった先人の方々のご恩を忘れず、感

謝の心を失わないようにしなければと心し

て人生を歩むように努めております。 
 －最後に趣味をお願いします－ 
 剣道、囲碁、ゴルフです。剣道は７段で、

山形代表として国体はじめ全国大会へ数多

く出場し、全国の剣士との試合を通じ交流

があります。昭和 60 年に会社に道場を作

り、朝夕稽古に励んでいます。剣道で流す

汗はさわやかです。剣道を続ける理由は、

人間色々な困難な問題に直面しても、剣道

をやっていると克己心も湧き、仁義忠孝我

に存すの心境を抱きます。囲碁は学生時代

に習ったが、初段くらい。近間に囲碁をや

る人が少なく余りやっていません。ゴルフ

は上手くないが、昨年から上手くなろうと

志して今は一生懸命練習しています。全鍍

連の有志のゴルフ会を昨年から始めていま

すが、全国規模にもっていきたいと思う。

ゴルフも多くの交流があって良いですね。

若いときに剣道で全国を武者修行しました

が、これからは史跡の見学やゴルフで全国

を訪れたいと思います。 



８月 あなたの予定表 
日 曜 役員会・委員会他 環研集荷(ブロック長) 協 組 集 荷 メ   モ 

１ 水 正副理事長会  城東支部  

２ 木  大田支部 城北支部  

３ 金 技能教育委員会  葛飾支部  

４ 土     

５ 日     

６ 月  旧品川支部・大田支部 中央支部  

７ 火 広報委員会  目黒･世田谷地区  

８ 水  城南支部 足立支部  

９ 木  城西支部 西部支部 十日会納涼会 

10 金  城西支部・城北支部 葛飾支部  

11 土     

12 日     

13 月 工業組合事務局 

夏期休暇 

   

14 火  品川地区  

15 水  城南処理センター 

夏季休暇 

 

16 木    

17 金    

18 土     

19 日     

20 月  中央支部・本所支部   

21 火   向島支部  

22 水  向島支部 本所支部 全鍍連技術委員会 

23 木     

24 金  西部支部 葛飾支部  

25 土     

26 日     

27 月  城東支部・葛飾支部   

28 火 監事会  蒲田・大森地区  

29 水  葛飾支部 城西支部  

30 木     

31 金  足立支部 葛飾支部  

(役員会､委員会は変更する場合がありますので､本部からの通知をご確認下さい) 



 
 
 
 
 
  東京都鍍金工業組合第10回11支部親

睦ゴルフ大会が 7 月 1 日(日)、富士レイ

クサイドカントリー倶楽部で、各支部組

合員、材料協組の参加を得て､総勢 118
名で盛大に開催された。 
 朝 7 時 40 分開会式を行い、神谷博行

実行委員の挨拶、高倉利守競技委員長か

らルール(新ペリアル方式)等の説明があ

り、記念撮影後、8 時からイン、アウト

コースそれぞれ 4人 1組でスタートした。 
  午後 4 時 30 分、各組のプレーが終了

しクラブハウスで成績発表とパーティを

行った。遠藤清孝実行委員の司会により、

はじめに実行委員長の姫野正弘理事長は

「お蔭様で第 10 回を数えるゴルフ大会

が大勢の参加を頂き盛大に開催できたこ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
とを感謝申し上げる。10 回という記念す

べき大会に日刊工業新聞社の千野社長に

参加を頂き、10 周年を記念して日刊工業

新聞社杯として優勝カップをご寄贈頂い

た。継続は力なりといわれ、これから 15
年 20 年と続けていくために記念杯を寄

贈して頂いた。全鍍連からは大村前会長

の後を継いだ東北組合の鈴木会長が参加

して頂き錦上花を添えて頂き、意義ある

記念大会になった。本来なら間近に富士

山を眺めることが出来たが、あいにくの

天気となり残念である。なお、実行委員

会のお骨折りにより 10 周年にふさわし

く豪華な賞品を多数用意した。当富士レ

イクさんからも多くの賞品をご寄贈を頂

き、関東鍍金工業厚生年金基金はお蔭様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東鍍工組第 10回 11支部親睦ゴルフ大会 
城南支部の高倉利守氏優勝 

 



 
 
で業績が回復しており、この資金運用を

委託している信託銀行、代理店からも多

くの賞品を寄贈して頂いたのでスコアの

悪い方も良い賞品がもらえると思う。私

は今回限りで実行委員長を降ろさせて頂

き、次回からは神谷副理事長が実行委員

長を務めさせて頂くのでご協力をお願い

申し上げる。今後とも東京組合ここにあ

りとアピールできるようご協力をお願い

申し上げる」と挨拶した。 
 来賓として、日刊工業新聞社の千野俊

猛社長、全鍍連の鈴木喜代壽会長から挨

拶を頂き、大村功作常任顧問理事(都中央

会会長)の乾杯音頭でパーティに入った。

なごやかな歓談のなかで成績発表が行わ

れた。 
 個人戦･団体戦の成績等は別掲のとお

りで、個人戦では高倉利守氏(城南支部・

明盛鍍金工業㈱)がベストグロスで優勝､ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
豪華旅行券を獲得した。団体戦は各支部

上位 8名の合計スコアで争い昨年に続い

て大田支部が優勝。レディース優勝は昨

年に続いて姫野郁江氏(西部支部･京王電

化工業㈱)、シニア優勝は木村壽氏(材料

組合・三明化成㈱)、そのほか上位 20 位

までの賞、正副理事長賞、常任顧問理事

賞、元気で賞、ベスグロ賞、ブービー賞、

ニアピン、ドラコン、ドラタン、飛賞、

ぞろ目賞など各賞が贈られた。 
優勝した高倉氏は「今回優勝出来たの

は一緒に回った方々のお陰である。私は

優勝、ベスグロとも今回 2回目であるが、

たまたま運が良かったと思う」と優勝の

弁を述べた。 
 最後に 副理事長が壇上に並んで一言

づつ挨拶し、大締めをして大会を終了し

た。 
 

 



 
 
 
 
順位   氏  名   支部  GS  HD  NET 
1位   高倉 利守 城南 81   8.7  72.6 
2位   志田 晴彦 大田  86  13.2  72.8 
3位   岡  正典 西部  86  13.2  72.8 
4位   石崎 利一 向島  85  12.0  73.0 
5位   遠藤 清孝 城東  95  21.6  73.4 
6位   高橋 利行 城西  88  14.4  73.6 
7位   石川 芳英 足立  86  12.0  74.0 
8位   戸塚 秀孝 城西  85  10.8  74.2 
9位   鈴木喜代壽 全鍍連84   9.6  74.4 
10位  木村  壽 材料  83   8.4  74.6 
11位  間部健一郎 中央  82   7.2  74.8 
12位  葛西 康二 大田  93  18.0  75.0 
13位  小倉 攻一 葛飾  87  12.0  75.0 
14位  関根 利定 葛飾  97  21.6  75.4 
15位  内田福太郎 材料  97  15.6  75.4 
16位  豊田 金造 足立 101  25.2  75.8 
17位  望月 英彦 大田  89  13.2  75.8 
18位  内藤 喜達 大田 100  24.0  76.0 
19位  横山 幹夫 西部  87  10.8  76.2 
20位  高村 昌利 西部  86   9.6  76.4 
21位  岩井 孝之 向島 110  33.6  76.4 
22位  篠崎 賢吾 向島 103  26.4  76.6 
23位  内藤 隆夫 大田  91  14.4  76.6 
24位  斉藤 和久 城北  90  13.2  76.8 
25位  太田 幸一 葛飾 102  25.2  76.8 
26位  横尾 成郎 城西  83   6.0  77.0 
27位  狐塚 保之 葛飾 100  22.8  77.2 
28位  大沢 俊孝 大田  94  16.8  77.2 
29位  磯村 博明 足立  94  16.8  77.2 
30位  大和田昌宏 城北 100  22.8  77.2 
31位  姫野 郁江 西部  93  15.6  77.4 
32位  西原 敬一 西部 105  27.6  77.4 
33位  間部 憲司 中央  99  21.6  77.4 
34位  小澤 雅良 足立  98  20.4  77.6 
35位  大村 功作 城南 109  31.2  77.8 
36位  山下 陽右 西部 102  24.0  78.0 

 
 
 
 

 
(千野新聞社社長から優勝杯を受ける高倉氏) 
 
37位  原口 哲洋 足立 
38位  平野 尚美 城北 
39位  田中 秀和 城西 
40位  渡辺 健一 城西 
41位  渡辺 猛宏 大田 
42位  稲田 晴喜 西部 
43位  鈴木 厚生 材料 
44位  兼子 雅章 西部 
45位  上村 福子 材料 
46位  太田 夛一 葛飾 
47位  安西健一郎 本所 
48位  矢野 尚武 葛飾 
49位  並木 秀幸 城南 
50位  西山 雅憲 材料 
51位  小山 六郎 材料 
52位  由田  猛 城西 
53位  大内 源司 西部 
54位  石川 英孝 葛飾 
55位  島村 一男 西部 
56位  石川 茂夫 本所 
57位  上市 孝志 材料 
58位  小夫家義一 大田 
59位  岩井 春治 向島 
60位  斉藤  弘 中央 
61位  石川 輝夫 葛飾 
62位  小松 康宏 材料 

第 10 回 11 支部親睦ゴルフ大会･個人･団体戦の成績 



 
 
63位  上原 裕司 城北 
64位  平野普三雄 城北 
65位  中澤 敏明 城南 
66位  菅野 勝靖 城南 
67位  谷口 光洋 城南 
68位  佐久間隆太郎向島 
69位  藤沼 靖智 向島 
70位  小口順一郎 大田 
71位  新井 浩二 城西 
72位  広根 淳一 葛飾 
73位  寺内 倉治 葛飾 
74位  姫野 正弘 西部 
75位  今泉 好隆 城北 
76位  佐久間栄子 向島 
77位  間宮  勝 材料 
78位  石田 義勝 城西 
79位  斉藤  功 中央 
80位  杉江 一郎 向島 
81位  遠藤 典夫 城東 
82位  佐藤 富幸 大田 
83位  角田 洋久 西部 
84位  伏原 明人 城南 
85位  千野 俊猛 新聞 
86位  川上 洋一 大田 
87位  石田 昌久 向島 
88位  梅田伊三夫 材料 
89位  小澤 栄男 足立 
90位  長谷川 巧 材料 
91位  山田英佐夫 本所 
92位  宮川 容子 大田 
93位  半田  實 西部 
94位  江原 一美 大田 
95位  田代 政明 西部 
96位  中田 充彦 葛飾 
97位  鈴木 道雄 西部 
98位  八幡 義一 城東 
99位  野田 光昭 本所 
100位 柴田  徹 葛飾 
101位 永安 裕之 城西 

 
 
102位 小谷野英勝 城南 
103位 藤田 嘉雄 城南 
104位 小澤 陽子 足立 
105位 若山  満 城南 
106位 八幡 順一 城東 
107位 二木 一郎 材料 
108位 岡本 博司 本所 
109位 神谷 博行 葛飾 
110位 坪井  孝 中央 
111位 楠木 正澄 材料 
112位 野澤 宗司 足立 
113位 野上  敬 城北 
114位 志田 和陽 大田 
115位 永田 一雄 足立 
116位 栢木 浩行 材料 
117位 池田 潤一 大田 
118位 小嶋 摂郎 中央 
 

団体戦結果(上位8名の合計スコア) 

 
(団体優勝の佐藤大田支部長) 

優勝 大田支部   611.40 
２位 西部支部      615.20 
３位 葛飾支部      622.00 
４位 城西支部      623.80 
５位 城北支部      624.20 
６位 向島支部      628.60 
７位 足立支部      632.00 
８位 城南支部      640.80 
９位 中央支部      644.80 
10位 城東・本所支部650.60 



 
 
ベストグロス賞 高倉利守(城南) 
レディース優勝 姫野郁江(西部) 
シニア優勝   木村 壽(材料) 
ニアピン賞 
遠藤清孝(城東)、関根利定(葛飾) 
豊田金造(足立)、磯村博明(足立) 
島村一男(西部)、佐久間隆太郎(向島) 
斎藤 功(中央)、遠藤典夫(城東) 
ドラコン賞 
太田幸一(葛飾)、間部健一郎(中央) 
姫野郁江(西部)、上市 孝志(材料) 
杉江一郎(向島)、千野 俊猛(新聞) 
宮川容子(大田) 
ドラ短賞 
斉藤和久(城北)、太田夛一(葛飾) 
由田 猛(城西)、寺内倉治(葛飾) 
楠木正澄(材料)、野澤宗司(足立) 
志田和陽(大田) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
姫野理事長賞    佐久間栄子(向島) 
大村常任顧問理事賞 山下陽右(西部) 
由田副理事長賞   大内源司(西部) 
川上副理事長賞   小澤栄男(足立) 
八幡副理事長賞   岡本博司(本所) 
志田副理事長賞   栢木浩行(材料) 
神谷副理事長賞   野澤宗司(足立) 
池田副理事長賞   内藤喜達(大田) 
 
元気で賞 
関根利定(葛飾)、篠崎賢吾(向島) 
横尾成郎(城西)、太田夛一(葛飾) 
岩井春治(向島)、小夫家義一(大田) 
寺内倉治(葛飾)、小口順一郎(大田) 
 

収入の部 支出の部 

前回繰越金 

会費6,000円×114名 

（寄付金） 

正副理事長10,000円×7名 

常任顧問理事 

各支部より10,000円×11支部 

参加材料協同組合･組合員他 

日本鍍金材料協同組合 

関東めっき健康保険組合 

関東鍍金工業厚生年金基金 

東京都鍍金工業組合 

東京鍍金公害防止協同組合 

15,158円 

  684,000円 

 

70,000円 

10,000円 

110,000円 

  48,000円 

20,000円 

10,000円 

10,000円 

50,000円 

  50,000円 

パーティー費計 

（料理） 

（飲み物） 

賞品代計 

（各順位賞品） 

（参加賞） 

その他計 

（チップ代） 

（写真代） 

（雑費･つまみ） 

（ウエイティング飲物） 

予備費 

391,500円 

241,500円 

150,000円 

581,693円 

436,751円 

144,942円 

103,965円 

29,000円 

20,000円 

20,000円 

30,000円 

4,965円 

合計 1,077,158円 合計 1,077,158円 

 
 

平成19 年度 11 支部親睦ゴルフ大会収支報告 
開催場所:富士レイクサイドカントリー倶楽部 



８月 高等職業訓練校授業案内 

授業日(火・金)  授業時間(Ａ:14:00～17:00  Ｂ:17:00～20:00) 

日 曜 時 科  目 内      容(予  定) 

 

３ 

 

金 

 

Ａ 

 

硬質めっき② 

(めっき法) 

Ｎｉ系合金めっき、気相めっきの条件と特徴など。 

武蔵工業大学名誉教授 星野重夫 

Ｂ 

 

無機化学① 

(電気化学) 

めっき技術における無機化学 

(地独)東京都立産業技術研修センター 土井  正 

 

７ 

 

火 

 

Ａ 金属･非金属材料① 

(材料) 

めっきと関連する金属･非金属材料についての概説 

明星大学 機械システム工学教授 石井友之 

Ｂ 無機化学① 

(電気化学) 

めっき液の仕組､作業工程の考え方 

(地独)東京都立産業技術研修センター 土井  正 

 

21 

 

火 

Ａ 金属･非金属材料② 

(材料) 

めっき用金属･非金属材料の概論、諸性質について 

明星大学 機械システム工学教授 石井友之 

Ｂ 銅めっき① 

(めっき法) 

硫酸銅めっき､調製､作業条件、管理､析出物性質､不良対策等。 

㈱金属化工技術研究所 山本良雄 

 

24 

 

 

金 

 

Ａ 金属･非金属材料③ 

(材料) 

めっき用金属･非金属材料の概論、諸性質について 

明星大学 機械システム工学教授 石井友之 

Ｂ 銅めっき② 

(めっき法) 

直接硫酸銅めっき､ホウ弗化銅めっき､シアン化銅めっき､調製､

作業条件。         ㈱金属化工技術研究所 山本良雄 

 

28 

 

 

火 

Ａ 貴金属めっき① 

(めっき法) 

貴金属の分類・特徴・諸性質、貴金属めっきの化学、電着機構等 

元デグサジャパン㈱ 村槇 利弘 

Ｂ 銅めっき③ 

(めっき法) 

ピロリン酸銅めっき、組成及び作業条件、トラブル対策 

㈱金属化工技術研究所 山本良雄 

 

31 

 

 

金 

Ａ 貴金属めっき② 

(めっき法) 

装飾用金めっき、カラーゴールドの分類種類､他の貴金属めっき

等。           元デグサジャパン㈱ 村槇 利弘 

Ｂ 設備管理 

(生産工学概論) 

対流と噴流、ろ過の原理、活性炭処理、ろ布の特性 

日本フイルター㈱ テクニカルセンター 和田泰一 

 

適格退職年金制度から 
中退共制度へ移行ができます 
適格年金資産の全額を移換できるので中退

共がいま注目です！ 
☆ 国からの掛金増額助成が受けられます。 
☆ 中退共では移行時と加入後の事務手数

料は不要です。 
☆ 掛金は全額非課税です。 
独立行政法人勤労者退職金共済機構〒

105-8077 東京都港区芝公園１－７－６ 

中小企業退職金共済事業本部（中退共） 
TEL 03－3436－0151(代表) 
 

組合本部事務局夏期休暇 
東京都鍍金工業組合 

8月13日･14日･15日(月～水) 
東京鍍金公害防止協同組合 

8月15日･16日･17日(水～金) 
 



東京都鍍金工業組合        姫野 正弘 
東京鍍金公害防止協同組合  姫野 正弘 
北海道鍍金工業組合        笹岡  裕 
東北表面処理工業組合      鈴木喜代壽 
茨城県鍍金工業組合        溝口  輝明 
栃木県鍍金工業組合        林  直昭 
群馬県鍍金工業組合        光山  紘 
埼玉県鍍金工業組合        吉田    勇 
千葉県鍍金工業組合        柴崎  三郎 
神奈川県メッキ工業組合    栗原 敏郎 
山梨県鍍金工業組合        田代  政明 
長野県鍍金工業組合        中嶋 栄一 
新潟県鍍金工業組合        井筒    昇 
静岡県鍍金工業組合        神谷  文吾 
愛知県鍍金工業組合        伊藤  豪 
岐阜県鍍金工業組合        津田 芳朗 
三重県鍍金工業組合        藤川  勝彦 
富山県鍍金工業組合        梅田ひろ美 
石川県鍍金工業組合        西 登茂一 
福井県表面処理工業組合    清川    忠 
京都府鍍金工業組合        寺田  理 
大阪府鍍金工業組合        宮阪 東明 
兵庫県鍍金工業組合        藤井  正隆 
岡山県鍍金工業組合        難波  正義 
広島県鍍金工業組合        吉田 忠弘 
山口県鍍金工業組合        東    佳範 
山陰地区鍍金工業組合      木下  義章 
四国鍍金工業組合          上村    豊 
九州めっき工業組合        御舩 隆裕 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒113-0034東京都文京区湯島1－11－10 ＴＥＬ03(3814)5621 
 
 
 
 
 
 
〒182-0021 東京都調布市調布ヶ丘３－６－１ 

TEL０４２４(８３)１９００ 
山梨営業所 山梨県大月市大月町真木42－４ 

 
 
 
 
 
本  社 東京都目黒区上目黒４－５－１ 
〒153-0051 TEL03(3719)8221 FAX03(3760)9027 
工  場  東京都目黒区鷹番１－１－12 

東京都大田区中央７－16－３ 
 
 
 
 
 
本社  東京都豊島区東池袋1丁目7番12号(日産ビル) 
〒170-0013 TEL03(3986)1591㈹ FAX03(3988)8923 
工場 高崎第1･高崎第2･川越･シンガポール 
   マレーシア･タイ･中国 

 
 
 
 
 
 
〒146-0093 東京都大田区矢口2丁目32番7号 

TEL０３(３７５９)３４４６㈹～８ 
FAX０３(３７５９)３４４８ 

 
 
 
 
 
本 社 東京都江戸川区平井5丁目20番9号 
〒132-0035 TEL03(3617)7707 FAX03(3617)7709 
篠崎工場 東京都江戸川区篠崎町3丁目33番11号 
〒133-0061 TEL03(3670)2120 FAX03(3670)2062 

 
 
 
 
 
 
〒143-0014東京都大田区大森中1丁目11番5号 

TEL０３(３７６１)４９４６ 
FAX０３(３７６１)４９９１ 

 
 
 
 
 
 
〒124-0012 東京都葛飾区立石２－18－８ 

ＴＥＬ０３(３６９５)１３０４ 
ＦＡＸ０３(３６９５)１３４６ 

 
 
 
 
 
 
〒131-0041 東京都墨田区八広４－42－７ 

ＴＥＬ ０３(３６１２)６９７５ 
ＦＡＸ ０３(３６１２)６９４５ 

株式会社 都南ビーピー 
代表取締役 大村 功作 

ＫＤＫ 
京王電化工業株式会社 

代表取締役 姫野 正弘 

株式会社 協 和 
代表取締役社長 由田 猛 

合資会社東亜鍍金工場 

代表社員 川上 洋一 

八幡鍍金工業株式会社 
代表取締役 八幡 順一 

専務取締役 志田 和陽 

有限会社大森広尾鍍金工場 
 

神谷電化工業株式会社 
代表取締役 神谷 博行 

株式会社 進光舎鍍金 
代表取締役 池田 敏則 

東京都鍍金工業組合･東京鍍金公害防止協同組合 
理 事 長   姫野正弘  副理事長 八幡順一 
常任顧問理事 大村功作  副理事長 志田和陽 
副理事長   由田 猛  副理事長 神谷博行 
副理事長   川上洋一  副理事長 池田敏則 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
〒132-0025 東京都江戸川区松江４－20－11 

ＴＥＬ０３(３６５３)３４３１ 
ＦＡＸ０３(３６５２)２２２５ 

 
 
 
 
 
和光工場  埼玉県和光市白子２－28―８ 
〒351-0101 TEL048(461)2130 FAX048(466)5200 
立川工場  東京都立川市一番町４－22－５ 
〒190-0033 TEL042(520)1772 042(520)1712 

 
 
 
 
 
 
〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿１－34－２ 

ＴＥＬ０３(３４４１)４９１０ 
ＦＡＸ０３(３４４１)４６４０ 

 
 
 
 
 
 
 
〒142-0064 城南連合支部事務局 品川区小山4-2-4 

TEL 03(3785)0078 FAX 03(3788)1678 
 
 
 
 
 
 
〒140-0004 東京都品川区南品川４－17－16 

TEL０３(３４７４)３５６３ 
FAX０３(３４７４)３５４８ 

 
 
 
 
 
 
〒141-0033 東京都品川区西品川１－10－14 

ＴＥＬ０３(３４９１)９９３５ 
ＦＡＸ０３(３７７９)２６７１ 

 
 
 
 
 
 
〒153-0064 東京都目黒区下目黒２－12－３ 
ＴＥＬ０３(３４９１)７６５３ 
ＦＡＸ０３(３４９１)４０７４ 

 
 
 
 
 
本 社    東京都目黒区下目黒2丁目13番7号 
〒153-0064 TEL03(3493)0231 FAX03(3779)5296 
千葉事業所 千葉県香取郡東庄町宮野台1-50東庄工業団地 
〒289-0623 TEL0478(87)1120 FAX0478(87)1018 

 
 
 
 
 
 
〒141-0031 東京都品川区西五反田７－５－１ 

ＴＥＬ０３(３４９３)０３０８㈹ 
ＦＡＸ０３(３４９１)８７９５ 

 
 
 
 
 
 
 
〒142-0064 城南連合支部事務局 品川区小山4-2-4 
TEL 03(3785)0078 FAX 03(3788)1678 

有限会社 朝日鍍金工場 
代表取締役 遠藤 清 
専務取締役 遠藤清孝 

木村鍍金工業株式会社 

代表取締役 木村 秀利 

株式会社 歓 鍍 金 
代表取締役 中澤 敏明 

 

株式会社 旭電化研究所 
代表取締役 溝口 昌範 

株式会社トーテック 
代表取締役 小谷野 英勝 

藤田鍍金工業株式会社 

代表取締役 藤田 直人 

有限会社 伊豆鍍金工業所 
取締役 原 清一 

明盛鍍金工業株式会社 
代表取締役  高倉 利守 

東京都鍍金工業組合 (新)城南支部 
 
支 部 長 藤田 直人 
副支部長 若山  満 
副支部長 小谷野英勝 
副支部長 原  清一 
     役員 一同 

東京都鍍金工業組合 大田支部 
支 部 長 佐藤 富幸 
副支部長 金子 俊明 
副支部長 池谷 純一 
副支部長 池田  潤一 
副支部長 宮川  容子 
     役員 一同 



 
 
 
 
 
 
 
 
〒143-0003 東京都大田区京浜島２－２―１ 

TEL０３(３７９０)２３２１ 
FAX０３(３７９０)２３２７ 
URL:www.threeweb.ad.jp/~snd 

 
 
 
 
 

ＩＳＯ9001＆14001認証取得 

〒144-0033 東京都大田区東糀谷６―３―１ 
ＴＥＬ０３(３７４４)８２００ 
ＦＡＸ０３(３７４５)４８４１ 

 
 
 
 
 
 
 
本  社  東京都大田区京浜島２丁目２番４号 
〒143-0003  TEL03(3790)1031㈹ FAX03(3790)2828 

 
 
 
 
 
本社工場  東京都大田区大森西１－１－３ 
〒143-0015 ＴＥＬ０３(３７６１)３１０１ 

ＦＡＸ０３(３７６１)３０４０ 
URL:http://www.ohmori-cr.co.jp 

 
 
 
 
 
 
 
〒116-0001東京都荒川区町屋 ４－13－５ 

TEL 03(3895)8681 FAX 03(3892)0725 

 
 
 
 
 
本 社 東京都荒川区東尾久2丁目9番1号 
〒116-0012 TEL&FAX03(3895)1759 
工 場 埼玉県草加市稲荷2丁目12番6号 
〒340-0003 TEL0489(31)7675 FAX0489(31)2407 

 
 
 
 
 
〒116-0012 東京都荒川区東尾久２－３－７ 
TEL03(3895)5902  FAX03(3809)1966 
三郷工場 埼玉県三郷市彦江１－71－１ 
〒341-0058 TEL048(953)2301 FAX048(953)2302 

 
 
 
 
 
 
〒114-0012 東京都北区田端新町１－11－13 

TEL03(3894)5195 FAX03(3800)5195 
東京工場･名古屋工場･羽生工場 

 
 
 
 
 
〒334-0063 埼玉県川口市東本郷７６４－８ 

ＴＥＬ０４８－２８２－１５９０ 
ＦＡＸ０４８－２８２－３５６７ 
E-mail:hiroshiu@muh.biglobe.ne.jp 

 
 
 
 
 
 
〒111-0051 東京都台東区蔵前４－29－２ 

TEL03(3851)9059(㈲斎藤鍍金工場) 
FAX03(3861)0832 

新日東電化協業組合 
理事長 鈴木 徳一 

株式会社 大崎金属 

平和工業株式会社 
代表取締役 内藤 雅文 

大森クローム工業株式会社 
取締役社長 小口順一郎 

有限会社 上原メッキ工業 
代表取締役 上原 裕司 

株式会社 篠根鍍金 
代表取締役 篠根 健一 

有限会社 平野メッキ工場 
代表取締役 平野普三雄 

野上化学工業株式会社 
野上 敬 
野上 悟 

東京都鍍金工業組合 
中央支部 
役員一同 

東京都鍍金工業組合 城北支部 
支 部 長 今泉 好隆 
副支部長 大和田昌宏 
副支部長 高松 俊和 
副支部長 田村 卓也 
副支部長 野上  敬 

役員  一同 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
〒111-0051 東京都台東区蔵前４－29－２ 

TEL０３(３８５１)９０５９ 
FAX０３(３８６１)０８３２ 

 
 
 
 
 
 
〒111-0053東京都台東区浅草橋5丁目10番10号 

TEL０３(３８５１)５８７０ 
FAX０３(３８５１)５８８２ 

 
 
 
 
 
 
 
〒123-0852東京都足立区関原2-1-5(㈲大出電鍍工業所内) 

TEL03(3849)1496  FAX03(3849)1497 

 
 
 
 
 
〒123-0851 東京都足立区梅田３－16－１ 

ＴＥＬ０３(３８８０)１２７１ 
ＦＡＸ０３(３８８９)８５３０ 
k-nagata@pl-umeda.co.jp 

 
 
 
 
 
 
〒124-0014 東京都葛飾区東四つ木２－10－17 

ＴＥＬ０３(３６９２)４５６０ 
ＦＡＸ０３(３６９３)００２０ 

 
 
 
 
 
 
〒123-0856  東京都足立区本木西町８－25 

ＴＥＬ０３(３８９０)４２３６ 
ＦＡＸ０３(３８９０)４２３８ 

 
 
 
 
 
 
〒124-0003 東京都葛飾区お花茶屋３－24―14 

TEL ０３(３６０２)６５６１ 
FAX ０３(３６０２)６５６３ 

 
 
 
 
 
 
〒124-0025東京都葛飾区西新小岩5丁目26番6号 

TEL０３(３６９７)１４８４ 
FAX０３(３６９７)３５９３ 

 
 
 
 
 
 
 
〒131-0043東京都墨田区立花５－17－17 

TEL03(3617)5779  FAX03(3614)5653 

 
 
 
 
〒131-0043東京都墨田区立花５－８－２ 

ＴＥＬ０３(３６１１)８２５１ 
ＦＡＸ０３(３６１７)７１０２ 
E ﾒｰﾙ:Shinto@mekki.co.jp 
URL:http://www.mekki.co.jp 

株式会社 梅田鍍金工業所 
代表取締役 永田 一雄 

代表取締役社長 永田 吉輝 

株式会社八神化学工業所 

東京都鍍金工業組合 足立支部 
常任理事 永田 一雄 
支 部 長 細井  碧 
副支部長 豊田 金造 
副支部長 橋本 英雄 
副支部長 磯村 博明 
副支部長 石川 芳英 

東京都鍍金工業組合 向島支部 
 
支 部 長 石﨑 利一 
副支部長 坂井 正廣 
副支部長 小篠  滋 
副支部長 深田  稔 

   役員 一同 

新 東 株式会社 
代表取締役 石田 昌久 

有限会社 亜鉛鍍金工業西谷 
回転アエンメッキ専門 

代表取締役 西谷 幸一 

太田鍍金工業株式会社 
代表取締役 太田 夛一 

有限会社 斎藤鍍金工場 
代表取締役 斎藤 功 

葛飾硬質クローム株式会社 
代表取締役 広根 淳一 

株式会社小嶋メッキ工業所 

代表取締役社長 小嶋 摂郎 

http://www.mekki.co.jp/


 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
〒130-0001東京都墨田区吾妻橋3-10-9(㈱東電工舎) 
TEL03(3622)8111  FAX03(3622)8107 

 
 
 
 
 
 
〒130-0021 東京都墨田区緑 ４－20－16 
ＴＥＬ ０３(３６３４)６６６１ 
ＦＡＸ ０３(３６３４)６６６２ 

 
 
 
 
 
 
〒189-0011  東京都東村山市恩多町５－43－14 

ＴＥＬ０４２(３９３)０９６０ 
ＦＡＸ０４２(３９８)１９７７ 

 
 
 
 
 
 
〒184-0004 東京都小金井市本町1-7-1 SSビル 

ＴＥＬ０４２(３８４)４７１８ 
ＦＡＸ０４２(３８２)８１９５ 

 
 
 
 
 
 
〒196-0021 東京都昭島市武蔵野３－２－27 

ＴＥＬ ０４２(５４１)２２５０ 
ＦＡＸ ０４２(５４１)０８９４ 

 
 
 
本社･武蔵村山工場 東京都武蔵村山市伊奈平2-1-1 
〒208-0023 TEL042(560)4011 FAX042(560)4044 
狭山工場 埼玉県入間市狭山ヶ原108 
〒358-0032 TEL04(2934)6116 FAX04(2934)4640 
佐賀工場 佐賀県三養基郡上峰町堤2100-34 
〒849-0124 TEL0952(53)1215 FAX0952(53)1210 

 
 
 
 
 
〒187-0032 東京都小平市小川町２－1972 

ＴＥＬ０４２(３４１)３３８０ 
ＦＡＸ０４２(３４３)４５８２ 
URL:http://www.takasagodento.com 

 
 
 
 
 
 
〒196-0021 東京都昭島市武蔵野２－９－９ 

ＴＥＬ０４２(５４４)１５７８ 
ＦＡＸ０４２(５４４)３４１５ 

 
 
 
 
〒190-0033 東京都立川市一番町４－73－３ 

ＴＥＬ０４２(５３１)１２４２ 
ＦＡＸ０４２(５３１)６７３４ 
http://www.yoshizaki-mekki.co.jp 

info@yoshizaki-mekki.co.jp 

 
 
 
 
 
 
 
〒113-0034 東京都文京区湯島１－11－10 

TEL03(3814)5621 FAX03(3816)6166 

代表取締役 半田  實 

東京都鍍金工業組合 西部支部 

代表取締役 髙村 昌利 

有限会社半田鍍金工業所 

株式会社 杉並化学 
代表取締役 角田 洋久 

株式会社 吉崎メッキ化工所 
代表取締役 吉崎 一紘 

東京都鍍金工業組合 本所支部 
 
支 部 長 山田英佐夫 
副支部長 岡本 博司 
副支部長 酒巻 正明 
副支部長 安西健一郎 

東京都鍍金工業組合 亜鉛めっき部会 
会 長 菊池 忠男 
副会長 遠藤  清 
副会長 半田  實 
副会長 中村 昭人 
副会長 内山  昇 

     役員 一同 

ニシハラ理工株式会社 
代表取締役 西原 敬一 

高砂電鍍工業株式会社  

ノダプレーティング 
野田 光昭 

支 部 長 柴  太 
副支部長 池田正明 

役員一同 

株式会社精密電化工業所 
代表取締役社長 大内 源司 
代表取締役専務 西村 福司 



 



 
 
 

 

ＭＥＴＥＣ'08 第37回表面処理材料総合展 出展案内 
会期：2008年2月13日(水)～15日(金)10:00～17:00 
会場：東京ビックサイト(東京国際展示場)東６ホール 
主催：日本鍍金材料協同組合 
   ㈱ＩＣＳコンベンションデザイン 
協賛：全国鍍金工業組合連合会 
出展分野： 
   1.表面処理薬品･材料･装置関係 
   2.表面処理製品･加工技術関係 
   3.表面処理関係の試験･検査･研究用機器･機材関係 
   4.その他表面処理に関するもの 
出展募集要項: 
出展料：320,000円(消費税別)／1小間 
小間仕様：1小間９m2(間口3m×奥行き3m×高さ2.7m) 
スペースと隣接小間仕切りパネル 
申込み：｢出展申込書｣に必要事項を記入の上､事務局宛ＦＡＸにて 
申込締切日：2007年10月31日(水) 
申込先：METEC実行委員会事務局 

㈱ICSコンベンションデザイン内 
〒101-8449千代田区神田錦町3-24住友商事神保町ビル 
℡03-3219-3564 FAX03-3292-1813 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
東京都産業労働局 

｢東京の中小企業の現状｣ 

(製造業編)発行 
 
 東京都産業労働局は、このほど中小企業

の現状に関する調査報告書、平成 18 年度

「東京の中小企業の現状(製造業編)」を発

行した。報告書では、第 I 編の経営実態の

結果から得られた企業行動の特徴を第 II
編のテーマ分析で掘り下げて分析、製造業

編としては、これまで毎年発行していた「東

京都中小企業経営白書」から通算して３年

ぶり６回目の発行となる。報告書のポイン

トは次の通り。 
 
I 都内製造業の現状と実態～事業所数減

少の中で明るい芽は？～ 
 経常利益率が高い企業は、オンリーワン

技術・製品がある企業、人材の質が高い企

業、「近接している」ことを特段、得意先と

の取引理由としていない企業 
テーマ分析 
II-1 イノベーション活動の現状～高利益

率企業はオンリーワン技術を保有～ 
 開発機能を持つ企業割合は徐々に増加し

27.3％、かつ利益率が高い。大学の技術情

報をヒントにする企業、産学連携実施企業

は利益率が高い。知的財産は取得後の活用、

取得・維持費用の高さが課題。 
II-2 人材育成～高利益率企業は人材の能

力が高い～ 
 不足感のある若手従業員は、「質」の不足

が６割超、「量」の不足も４割超。(従業者

10 人以上の企業)、団塊世代の退職により

技術・技能継承に「今後影響が出てくる」

は約３割、従業者に関し課題としている能

力は、経営・マネジメント能力や製品開発

能力。人材育成の手法はＯＪＴが５割、「必

要だが行えていない」も約25％。  
II-3 取引・立地の広域化～高利益率企業 

 
 
は、得意先との「近接」を特段の要因とし

ていない～ 
 都内立地には利点があるが、都外への工

場流出により立地が広域化している。同一

地域内取引が減少し、取引が広域化。東京

の集積のメリットは、製造加工向けから情

報収集向けへと変貌。 
 
問い合わせ先 産業労働局商工部調整課 

電話 ０３－５３２０－４６３５ 
 

中退共は適格年金からの移行先です 
中退共制度(中小企業退職金共済制度)は、

中小企業で働く従業員のための外部積み立

て型の国の退職金制度です。適格年金制度

は、平成24 年3 月31 日までに他の年金

制度等に移行するなどの対応が必要です。 
中退共制度へ移行する際、適格年金資産の

全額を移換することができます。 
<事業主のメリット> 

☆ 退職金の管理が簡単です。 
☆ 移行時に積立不足の解消は不要です。 
☆ 中退共では、移行時と加入後の事務手数

料は不要です。 
☆ 掛金は全額非課税です。 
☆ 加入後、掛金(18,000 円以下)を増額し

た場合、増額分の1/3 を1 年間助成します。 
<従業員のメリット> 

☆ 退職一時金の制度なので 60 歳以下で

も退職金を受け取れます。 
☆ 退職所得として、税法上優遇されます。 
☆ 転職した場合、前の企業での掛金納付実

績を通算できます。 
<お問い合わせ先> 

独立行政法人勤労者退職金共済機構〒

105-8077 東京都港区芝公園１－７－６ 
中小企業退職金共済事業本部（中退共） 
TEL 03－3436－0151(代表) 
http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp 



 
 
■亜鉛めっき部会 
 

総会 菊池会長を再選 
 
 東京都鍍金工業組合亜鉛めっき部会(菊池

忠男会長)は6月26日(火)午後6時30分から

上野池之端の伊豆榮本店で会員 23 名が出席

して通常総会を開催した。 
  半田實副会長の司会により菊池忠男会長は

「来賓として姫野新理事長が見えているので

亜鉛部会発足の経緯を紹介したい。昭和 45
年、当時の八幡副理事長が亜鉛めっきはシア

ン、クロムの両方を処理しなければならず大

変だと、亜鉛めっき業者を集めて講習会、研

修会、情報交換が出来る会を作ったらどうか

と、発起人を集めて昭和 46 年３月に設立、

会員 203 社でスタートした。現在 45 社とな

ったが､30 数年にわたり活動を続けている。

八幡初代会長は亜鉛をやっていなかったが、

発案者として会長となった。毎年の行事は固

まってきたが、親睦を中心としながら工業組

合と連携して講習会を行い、大勢の参加を頂

き、亜鉛部会ここにありという存在となって

いる。その都度会員を募集しているが、中々

入会までに至っていない。このたびは姫野理

事長の会社が西支部に入会して頂き感謝申し

あげる。今年も見学 
会、納涼会、講習会 
を企画実行して亜鉛 
部会を盛り上げてい 
きたい。ご協力をお 
願い申しあげる」と 
挨拶した。 
 議長に野上榮一前 
会長を選出して議事 
に入った。平成18 
年度事業報告を内山 
昇副会長、会計報告 
を海野吉正会計、会 
計監査報告を西谷幸 
一監査が行い、承認 

 
 
された。続いて平成 19 年度事業計画案、収

支予算案が原案通り承認された。 
 役員改選について海野会計が選考経過を説

明するとともに、菊池会長にもう１期続投し

て頂きたいとはかり承認された。最後に遠藤

清副会長が閉会の辞で総会を終了した。 
 二部懇親会は中村昭人副会長の司会により

菊池会長は「今期私は工業組合常任理事に返

り咲き、環境委員長を仰せつかった。環境委

員会には川上元会長が担当副理事長であり、

永田逸雄元会長のご子息の永田一雄氏が副委

員長で、亜鉛部会との繋がりも強い。亜鉛が

5ppmから2ppmに規制強化され、５年間の

暫定基準があるが、これをクリヤーできる体

制を作っていかなければならない。３価クロ

メートは発展途上で新しい薬品が続々と出て

おり、排水処理を含めて研究していかなけれ

ばいけない。こうした問題に亜鉛部会が活動

出来れば素晴らしい会になると思う。みなさ

んの協力をお願い申しあげる」と挨拶した。 
 来賓として姫野正弘理事長、大村功作常任

顧問理事(前理事長)から部会活動を励ます祝

辞があり、太田夛一元会長の乾杯音頭で祝宴

に入った。懇親会は川上洋一副理事長の中締

めまでなごやかに進められた。 

 



 

東立石地区連合町会 

葛飾防災音頭を企画制作 
 

 葛飾区東立石地区内を通る「かわばたコミュニ

ティー通り」は、排水路だった新堀川を埋め立て

て 1987 年(Ｓ62)に完成し、桜の名所として親しま

れて今年 20 周年を迎えた。 
 同地区内の八町会でつくる東立石地区連合町会

(太田夛一会長・太田鍍金工業㈱)はこの記念事業として、町に役立ち、末永く受け継が

れるものを作ろうと、太田会長の提案により、「葛飾防災音頭」を作ることにした。 
 作詞・作曲は、地元の歌謡教室経営者、踊りの振り付けも地元の師匠、歌い手はプロ

顔負けと評判の、太田会長のゴルフ仲間が受け持ち、地域の人材を活かして、企画、制

作など約１年をかけて昨年暮れ、ＣＤを完成させた。また、地元有志が踊りの練習を重

ねて、今年４月 15 日、かわばたコミュニティー通りで 20 周年を記念して行われた「東

立石さくらまつり」のなかで、「葛飾防災音頭」がお披露目された。 
 
“一人二人と 知恵を出し 支えて栄える葛飾を 
 住めば柴又 寅さんと 守ってくれるよ 帝釈天 
 防災音頭で 輪になって踊りゃ 
 地域ぐるみ 街ぐるみ 
 訓練あれば 憂えなし 備えて安心 掴もうよ 
 防災葛飾 パワフル葛飾“ 
 
 歌詞には、柴又帝

釈天や矢切の渡しな

ど、区内の名所が盛

り込まれており、せ

っかくの良い企画で

あり、区内全域に広

めようと今年 1 月、

区内の全239町会に

ＣＤが贈られた。葛

飾区防災課も全町会

がこの音頭を流して

くれれば、防災への

関心が高まるのでは

ないかと大きな期待

を寄せている。        (東立石さくらまつりのテープカット) 



 

立飲み店｢味の笛｣ 
 
 １日の仕事を終えて、同僚、仲間と飲みにいくお店はみない

くつかあるが、安く美味しく気軽に立ち寄れるお店を紹介しよ

う。吉池「味の笛」である。 
 吉池といえばＪＲ御徒町駅前に本店を構え、総合食品から魚専門店、食品加工、外食事業な

ど幅広く手がける大手流通グループ会社であるが、その一つとしてＪＲ御徒町駅ガード下とＪ

Ｒ神田駅ガード下に立飲み店「味の笛」を展開している。立飲みというと雰囲気が悪く敬遠さ

れる方もいると思うが、味の笛は雰囲気もよく料理の品数、価格の安さなどで侮れないものが

ある。おすすめメニューは北海道工場直送の、ほっけの開き、イカ一夜干し、氷下魚一夜干し

などだが、中でもウナギの肝は特筆ものである。

一般に扱っているところは少なく、魚を専門に扱

っているから出せるのであろう。また飲み物は立

飲みというと安酒というイメージがあるが、新潟

の地酒もそろえており、少し高いが越乃寒梅、雪

中梅など超高級な日本酒をリーズナブルな値段で

飲むこともできる。立飲みといってもまさに味で

勝負しており、平日の夕方になるとサラリーマン

で賑わっている。定休日は神田店が土・日・祭日、

御徒町店は日曜で、両店とも駅から１分ほど。 
 

東京都中小企業の５月景況 

－連続の改善で 13ヶ月ぶりに▲27まで回復－(６月調査)   東京都産業労働局商工部 
◎5月の都内中小企業の業況DI(業況が「良い」とした企業割合一「悪い」とした企業割合)は、

前月比4ポイント増加の▲27と連続して改善した。前月の改善は前々月の悪化に対する反動増

ともいえるが、当月の改善により13ヶ月ぶりに▲27まで回復した。当月と比べた今後3ヶ月

(6～8 月)の業況見通し DI は、前月比 2 ポイント増加の▲13 であった。▲13 の水準まで戻す

のは6ヶ月ぶりとなる。ただ、前年同月比の売上高DIは前月比2ポイント減少の▲31と、業

況の動きと異なり悪化している。 
○都内中小企業の業況 DI を業種別にみると、小売業は 7 ポイント増加の▲45 と連続の改善、

卸売業も4ポイント増加の▲28と改善した。両業種とも特に「衣料・身の回り品」の改善が目

立った。また、製造業(▲18)は5ポイント増加、サービス業(▲21)も2ポイント増加し、4業種

全てで改善がみられた。 
○当月と比べた今後 3 ヶ月(6～8 月)の業況見通しDI を業種別にみると、前月わずかに悪化し

たサービス業(▲9)は5ポイント改善した。製造業(▲9)と小売業(▲28)はそれぞれ2ポイント増

加と連続して改善した。前月大幅に改善した卸売業(▲9)は横ばいであった。 
○前年同月比の売上高 DI を業種別にみると、小売業(▲45)は 4 ポイント増加し 4 業種中唯一

改善した。一方、卸売業(▲31)は連続の悪化であるが、小売業・卸売業の業種区分の中で「衣

料・身の回り品」には大幅な改善がみられた。製造業(▲25)は 7 ポイントの減少となり、前月

の改善から転じて大幅な悪化となった。サービス業(▲27)は横ばいである。 



足立支部 
＜支部シリーズ＞  

足立支部の巻 
～足立区生物園～ 

 足立区保木間に元渕江公園とい

う、樹木が多く、大きな池もある

広々とした公園があるが、その敷

地内に足立区生物園がある。 
この生物園は、都市化により失わ

れてゆく自然の生物たちとのふれ

あいの場として、”いのち”の営み

を続ける生物たちとの交流を通じ

て、生命のすばらしさ、尊さを感

じ取り、そして自然環境の大切さ、

自然との共生について考える、つ

まり、「ふれあい、いのち、共生」

の３つのテーマを具現化する５つのセクションで

成り立っている。その５つのセクションの内訳は、

①出会いの広場 ②観察展示室 ③蝶の温室④足立の自然展示室 ⑤多自然型庭園、放

鳥園となっている。 
  それでは、各セクションについて、まず①の出会いの広場は、荒川上流に生息するヤ

マメ・イワナ・ニジマスなど約 500 匹の淡水魚が泳いでいる大水槽などがある。②の観

察展示室には、後に述べる温室を舞う蝶を卵から育てる蝶の飼育室などがある。③の蝶

の温室には亜熱帯をイメージした温室の中をいろいろな蝶が一年中飛び交っている。さ

らに、ここにはハイビスカス・パパイア・バナナなどの植物がある。④の足立の自然展

示室には、数十年前の豊かな水辺環境・田園風景の写真から、都市化した現在の足立ま 



足立支部 
 

での足跡をたどることが出来る。

⑤の多自然型庭園、放鳥園は、

世界の野鳥が飛び交っていたり、

モルモットなど小動物を実際に

抱くことも出来る様になってい

る。また、小さな池があり、蓮

などが生息している。 
 以上、簡単に施設の説明をし

たが、少しだけ注意事項を・・・、

各コーナーに説明はあるが、蝶

の幼虫や、蛇など苦手な人は、

その場所さえ近づかなければ、

かなり楽しめるし、そうでない

人は、子供はもちろん、大人も勉強になる場所である。読者の皆さんにも一度は訪れて

いただきたい場所である。                      (小島一浩) 

 
足立区生物園 〒121-0064 足立区保木間２－１７－１ 電話３８８４－５５７７ 
    入園料 大人 300 円 子供(小･中学生)150 円 （20 名以上で団体割引あり） 
   開園時間 ４～10 月 9:30～17:00   11 月～３月 9:30～16:30 
   休園日 月曜（祝日の場合は翌日） 
 専用駐車場 約 20 台（無料） 



 
 
 
 
 

 
石川貞行(大田支部) 

「行ってきます」 
「早く帰ってきてね」 
25 年ほど前になろうか。結婚して間もないころ、出勤する私に妻が何気なく見送っ

たときの言葉だった。 
その日は会社の飲み会があり、幹事役をおおせつかっている私にとって、とても「早

く帰る」ことはできない状況だった。 
その日が飲み会であることは妻も重々承知していたので、私の身体を気遣い、飲み

過ぎないように注意をくれたはずの言葉であったろう。 
だが、私の頭の中には「早く帰ってきてね」と発せられた言葉だけがグルグルと回

り続けていた。 
（どうしたら早く帰れるんだ！） 
一次会終了と同時に帰れるか？とても無理だ。 
「帰る？な～に言ってんだよ！二次会！二次会！」 
先輩から言われることは火を見るより明らかだ。 
「帰る？そんな事言えるうちは飲みが足らん証拠だ！」 
あぁしかし、妻と交わした約束が... 
いつしか私の頭では見送りの言葉が約束の言葉へと変化していた。 
「よしっ！」 
私は意を決して飲み会に臨んだ。 
（飲みつぶれるしかない！） 
二時間後 
私と先輩を乗せたタクシーが自宅前に止まった。私はチャイムを鳴らされ出てきた

妻に引き渡され、先輩はそのままタクシーで二次会会場へとむかった。 
私は自宅前で今まで我慢していた吐しゃ物を出し、抱きかかえている妻にこう言っ

た。 
「早く帰ってきたよ」 
 
以来、どんな飲み会の場合でも妻は決して「早く帰って来い」とは言わない。 

 「妻の一言」 

 



 
 

 
■中央支部 
 

６月例会 

 
 中央支部（斎藤功支部長）は、６月１

日（金）に寿区民館において、支部員１

９名が出席し、新役員顔合わせを兼ねて

６月例会を行った。 
 石井徹夫副支部長の司会により開会し、

冒頭斎藤支部長より「本日はお忙しい中

ご参加いただきまして、ありがとう御座

います。先月１８年度の総会が無事終了

した後、支部員の皆さん全員にお会いし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
て色々なお話を聞かせていただきました。

貴重なご意見をくださり、今後の支部運

営に対してとても勉強になりました。本

日も来年度支部運営について支部員の皆

様から貴重なご意見を伺いたいと思って

おります。今後もこのようにして例会を

通じて支部員の皆様と親睦を計りながら、

支部の今後について意見交換を行いたい

と思っております。」と開会の挨拶があっ

た。続いて新役員の紹介を行い、今後の

支部運営についての意見交換を行った。

各支部員からは活発な意見があり、とて

も充実した例会であった。(鈴木啓之) 
支部長   斎藤   功 
副支部長  石井 徹夫 
副支部長  横井 紀一 
副支部長  中村 建輝 
会計    間部健一郎 
会計    鈴木 保利 
会計補佐  横井 紀一 
総務    岩本 義仁 
総務    鈴木 啓之 

 



 
 
■足立支部 
 
公明党区議団に土壌汚染問題で 

区政に対して要望 
 
  足立支部（細井 碧支部長）は 6 月 27
日、足立区役所にて、毎年恒例である公明

党足立区区議団と懇談会を催し、区政に対

する要望事項を提出した。自民党区議団に

ついては足立区区工業会連合会より前日、

支部長が出席し要望書を提出している。出

席者は支部より 8 名、公明党より太田昭宏

公明党代表秘書他 10 名であった。 
  懇談会では細井支部長より金属価格の高

騰で困窮しているめっき業界の現状と土壌

汚染の問題を訴えた。ここでは主として土

壌汚染の問題について言及した内容を報告

する。 
 
 あるめっき工場の廃業に伴い立ちはだ

かる困難な問題 
 土壌汚染対策法、東京都環境確保条例な

どによると、めっき工場など化学物質を使

用していた履歴のある工場は、廃業に伴い

土壌を調査し報告しなければならない。ま

た、汚染が確認された場合、土壌を浄化処

理しなければならない。 
 
 廃業するあるめっき工場では調査の結果、

六価クロム、鉛、ホウ素等が基準値を超過

し、有害物が付着する施設の撤去、建物の

解体、土壌の調査、浄化対策工事等で資産

として売却する状態にするために 1億円近

い費用が発生した。さらに、地下水から汚

染が検出され、完全に浄化しても地下水を

継続してモニターリングしなければならず、

多額の費用をかけても数年間は売却できな

くなる可能性がある。 
 

 
 
 この工場の場合、跡地の売価が対策費用

より高価であったため、すべての工事を施

すことが可能であったが、多くのめっき工

場の場合は対策費用が掛かり経済的負担が

大きく、手付かずのまま死地として放置せ

ざるをえないのが現状である。 
 また、足立区の地盤は 3ｍ以下は海域であ

ったため、ホウ素・フッ素については工場

の原因ではなく、自然由来の可能性もある。 
  法律では使用履歴がある場合が対象とな

っているが、理不尽な話である。ホウ素・

フッ素等の地下水汚染が自然由来である証

明がされた場合は、モニタリングから除外

すべてきである。 
(土壌汚染問題はめっき工場の跡地だけの

問題ではない) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(足立区関原地区 07.6.19) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 土壌汚染対策法は汚染された工場跡地の

浄化と土地の流動化を目的に施行された。 

 

 



 
 
しかしながら今日では、なにも工場跡地だ

けでなく、区が行政施設として活用しよう

としていた土地からも有害な化学物質が検

出され、流動しない土地となってしまった。 
 土壌汚染対策法は汚染された工場跡地の

浄化と土地の流動化を目的に施行された。 

 
 
しかし、土壌汚染対策法は本来の目的から

予想も付かない方向に進展し、区の行政も

立ち行かなくなっている。このようなどう

にもならない土地が東京 23 区の 2 倍程度

ある。環境庁もやっとこの重大性に気づい

てきた。 
 
 足立支部は 5 月 16 日の総会で細井新支部長を選出し､新しい支部役員を決めた。 
足立支部役職    氏名    会社名    本部関係役職 
顧問   野沢宗市   足立工業㈱   相談役 
顧問  瀬田新二  セテック㈱   名誉顧問、総代 
顧問     永田吉輝  ㈱八神化学工業所  相談役、総代 
顧問     小沢栄男  ㈱小沢鍍金工業   相談役、総代 
相談役     縄田忠治  ㈲縄田鍍金工業所 
相談役     磯村 忠  ㈲磯村鍍金工業所 
相談役     小島君男  ㈲小島鍍金工業所 
相談役     石川和男  足立工業㈱ 
     長崎三治  長 円㈱   総代 
顧問     永田一雄  ㈱梅田鍍金工業所  常任理事 
支部長     細井 碧  ㈲大出電鍍工業所  支部長理事 
副支部長    橋本英雄  (資)橋本鍍金工場  工業会事務局 
副支部長    磯村博明  ㈲磯村鍍金工業所  環境委員 
副支部長    豊田金造  ㈲トヨダ電鍍理事、 技能教育委員 
副支部長総務  石川芳英  常芳鍍金工業㈱ 
総務     橋本 孝  硬栄鍍金工業㈱ 
会計     内山 昇  ㈲内山鍍金工業所 
会計     松井直巳  硬化クローム工業㈱ 
会計監査    菊池浩司  ㈲小室鍍金工業所 
会計監査    野沢宗司  足立工業㈱ 
第一部長    小島一浩  ㈲小島鍍金工業所  広報委員 
第二部長    石川芳英  常芳鍍金工業㈱ 
第三部長    金子嘉正  ㈲金子メッキ 
第四部長    永田一雄  ㈱梅田鍍金工業所 
第五部長    磯村博明  ㈲磯村鍍金工業所 
第六部長    本郷 優  本郷鍍金工業㈱ 
第七部長    石川 操  石川鍍金㈱ 
第八部長    瀬古 奨  ㈲瀬古鍍金工業所 
第九部長    松井直巳  硬化クローム工業㈱ 
第十部長    鈴木義久  鈴木鍍金工業㈱ 
 
鍍友会会長   橋本 丈  (資)橋本鍍金工場 
連合青年部会長 高橋利男  ㈲高橋鍍金工業所 
 
    永田吉輝  ㈱八神化学工業所  健保組合理事 
    小沢栄男  ㈱小沢鍍金工業   健保組合代議員 
    石川和男  足立工業㈱     厚生年金基金理事 
    細井 碧  ㈲大出電鍍工業所  厚生年金基金代議員 



 
 
■連合青年部会 
 

地震災害時における対応等講習 

 
 連合青年部会(高橋利男会長)は 6月 14
日(木)午後 7 時から湯島のめっきセンタ

ーで講習会を開催した。講師は下水道局

施設管理部排水設備課広域監視担当課長

の野中時雄氏、技術指導係主任の石井健

一氏で「めっき業界のための地震災害時

における対応と対処について」パワーポ

イントを用いて 2時間講演、青年部会員､

組合員 55 名が聴講した。 
 講演は、首都直下型地震の被害予想か

ら始まり、①下水道法の改正と水質事故、

②事業場における水質事故対応の要点、

③水質事故事例の項目で進められた。 
  講演から「災害に備えてハザードマッ

プの作成」を紹介する。 
 
事前対策 
(1)法(§12の 9)における事故時の措置に

係る内容の周知 
・応急措置を講じな 
ければならない。 
・公共下水道管理者 
に届けなければなら 
ない。 
(2)事業場内の水質事 
故時の体制整備 
・公共下水道管理者 
警察、消防、その他 
関係機関と事業場間 
の連絡体制。 
・応急措置方法等。 
(3)ハザードマップの 
作成等。 
・敷地内(施設内)の 

 
 

 
有害物質及び油の種類、量、場所及び保

管方法。 
・特定施設を含む設備全体(電気系・配管

系等)の総点検等の実施。 
(4)耐震診断、耐震改修工事等。 
・必要に応じて実施し、自然災害に備え

る。 
 
事業場内ハザードマップの作成① 
 事業場全体のレイアウトに以下の地点

を明記する。 
・特定施設、工程排水経路。 
・排水処理施設及び下水道への放流口。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
・酸性やアルカリ性の工程水を貯留して

いる槽。 
・シアン化合物やその他有害物質を貯留

している槽。 
・有機塩素系化合物を使用している場所。 
・事業場薬品を保管している場所。 
・ボイラー、加熱炉等に使用する液体燃

料槽。 
・排水処理用薬品槽。 
・水質事故に対処するための薬品や使用

機材等の保管場所。 
 
事業場内ハザードマップの作成② 
ハード面のチェック 
・液体を保管している場合には、その全

量が流出したとしても、その場で流出を

食い止められる防液堤又は地下ピットを

有しているか。 
・地下浸透性のある有機塩素系化合物を

取り扱う場所においては、漏洩に対し、

床面構造が耐浸透性のライニングが施さ

れているか、及び防液堤を有しているか。 
・薬品や工程水が混触したときに発生す

る事態を想定して、必要な混触防止策が

とられているか。 
・バルブの開閉表示をしているか。 
・水質事故時に対処するための必要な薬

品や使用機材が用意されているか（例：

ウエス、土嚢、中和剤、活性炭、水中ポ

ンプ、予備槽、バケツ、ホース、排風機

等） 
・事業場内緊急連絡体制を示した掲示物

があるか。 
 
事業場内ハザードマップの作成③ 
ソフト面のチェック 
・緊急連絡体制が整っているか。 
・事故時の対応マニュアルが作成されて

いるか。 

 
 
・ハザードマップ、緊急連絡体制、事故

時の対応マニュアル等が、関係者に充分

周知されているか。 
 
事業場水質事故時の対応 
事故により施設から、有害物質、油が流

出した場合、以下の点に留意する必要が

ある。 
・自らの身の安全を確保。 
・施設・作業の停止等による被害拡大防

止（停止することにより、被害が拡大す

る場合は除く） 
・関係者や事故の影響が及ぶおそれがあ

る人たちへの通報・連絡。 
 
防止措置(施設の設置例) 

 めっき槽などから薬液が漏洩した場合、

事業場外への流出及び地下への浸透の拡

大を防止する措置を講じるとともに、日

常点検が容易な構造とする。 
 作業開始前後にバルブ類・ろ過器・配

管等の点検を行うとともに、定期的にめ

っき槽等の漏洩の点検を行い、発見した

場合、直ちに機器類を停止し、補修する。 
 めっき槽等は、漏洩の確認ができるよ

う床から離して設置する。 
 めっき槽が破損した場合、めっき液が

すべて流出する可能性がある。従って、

使用する槽の薬液の全量を受けられる容

積をもつ受け皿、防液堤等が必要である。 
 



 

『中国語』これはなにかな？      承 春先 

胶巻(jiao juan) 
「胶巻」は中国語で jiao juanと読みます。これは何？という質問が出ると思います。

答えはフィルムのことです。 

 英語で言うＦＩＬＭは中国語では「胶巻」と訳されました。これは「薄い膜状のも

の」または「セルロイドなどに感光乳剤をぬった写真感光材料」と辞書に書かれていま

す。このようなものは中国語で「胶」といいますが、ゴムの木の乳液を指し、転じて

「にかわ」の意味もします。「胶」は日本語で「膠」と書きます。 

 そして、写真用フィルムでも、映画用フィルムでもこの類のものは殆ど巻かれている

状態になっているので、「胶」と合わせて、「胶巻」と読んでいます。 

 前号の「底片」もネガ・フィルムのことを指しましたが、両者の区別は、写真、或は

映画撮影に使った、撮ったフィルムを「底片」と呼び、まだ使っていない未使用のフィ

ルムを「胶巻」と呼びます。 

 

編集後記 

 

 中国など新興国の旺盛な需要増を背景に

ニッケル、銅などが高騰し、めっき業界始

め国内の産業に大きな影響を与えているが、

ニッケル以外のレアメタルでは高騰ばかり

でなく、入手困難な状況となって需要業界

が困惑していると過日のクローズアップ現

代で取り上げていた。 

 主なレアメタルの価格上昇率（07 年 3

月時点の 02 年 3 月との比較）はニッケル

7.1 倍、タングステン 4.7 倍、コバルト

4.4 倍、モリブデン 6.0 倍、マンガン 2.1

倍、バナジウム 6.2倍、クロム2.3倍、プ

ラチナ 2.4 倍、インジウム 8.5 倍､ネオジ

ム 4.3 倍、ジスプロシウム 3.2 倍（日経

07.6.12） 

  この中で携帯電話に使われるネオジム、

液晶パネルに使われるインジウムなどのレ

アメタルは日本のハイテクの電子機器に使

われ、日本の先端技術になくてはならない

金属であるが、価格高騰ばかりでなく入手

が難しくなっているという。この産出国の

中国が国内消費の拡大とともに、これまで

の外貨獲得のための輸出奨励から資源保護

に大転換したことが大きという。一国に資

源を頼っていたことが資源を持たない国に

とって如何に弱い立場にあるかを浮き彫り

にしている。 
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